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《資料１》令和4年度学生生活調査実施要領・学生用調査案内サンプル
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（１） 設問のうち「※必須」と表示しているものには、必ず回答のうえ次ページに進んでください。

（２） 回答は全部で５ページです。各ページ下の「次へ」で次ページに進み、「前へ」で前ページに戻ることができます。

（３） 回答は中断できます。ただし、ブラウザが履歴を残さない設定の場合、回答途中でブラウザを閉じると、それまでの回答は保存されません。

（５） 全ての確認が終わったら、「送信」することで回答が終了します。

ⅠⅠ．．ああななたた自自身身ににつついいてて

○ 昼間部 ○ 夜間部

○ １学年 ○ ２学年 ○ ３学年 ○ ４学年 ○ ５学年 ○ ６学年

留年や休学などは数えません。例：４年生を留年して現在５年目の場合は、「４学年」を選択してください。

○ 文・外国語・国際・文化系 ○ 法・政・経・商・社系 ○ 理・工系 ○ 農系

○ 薬系 ○ 医・歯系 ○ 看護・保健系 ○ 教育・教員養成系

○ 福祉系 ○ 家政・生活系 ○ 芸術系 ○ スポーツ系

○ その他

学科（専攻）の系統の詳細はこちら（リンク）

○ 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県 ○ 大阪府・京都府・兵庫県 ○ その他の道、県

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスの所在地のある地域を選択してください。

○ ０分～１０分 ○ １１分～２０分 ○ ２１分～３０分 ○ ３１分～６０分

○ ６１分～９０分 ○ ９１分～１２０分 ○ １２１分以上

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスまでの通学時間を選択してください。

○ 男　性 ○ 女　性 ○ そ　の　他

（数値入力）

○ 自宅（家族と同居している場合で、持家、借家、社宅等は問いません。）

○ 学生寮（寄宿舎）（大学が借り上げている宿舎や公益法人等が経営している寄宿舎に居住している場合を含みます。）

○ 下宿・アパート・その他（修学のために単身で居住している場合で、間借、学生マンション、親戚・知人宅を含みます。）

（プルダウンリスト（都道府県+海外）） （プルダウンリスト（都道府県+海外））

（４） 最終ページまで回答したら、「回答確認画面」で全ての回答内容を確認できます。修正する場合は、回答ページに戻って修正し、再度、「回答確認
画面」で確認してください。

（３）学科（専攻）の系統につい
て
※必須

（８）現在住んでいるところにつ
いて

（５）片道の通学時間について

（７）年齢について

令和４年度学生生活調査　（大学）

（９）現在の住所について（都道
府県）

（１０）入学前の住所について
（都道府県）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されていま

す。また、日本学生支援機構が学生支援の充実のために意義のある調査研究であると判断した場合、回答内容を研究機関等に提供する
ことがあります。どのように使用されても、あなたが回答した内容によって、あなた個人が特定されることはありません。
　学業やその他の活動でお忙しい中とは思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（１）昼間部・夜間部のどちらに通
学していますか
※必須

（６）性別について

（２）現在の学年について
※必須

（４）学校の所在地について
※必須

《資料２》調査票様式及び調査票回答要領
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（５）片道の通学時間について
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令和４年度学生生活調査　（大学）

（９）現在の住所について（都道
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（１０）入学前の住所について
（都道府県）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されていま
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学していますか
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※必須
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《資料２》調査票様式及び調査票回答要領

ⅡⅡ．．学学生生生生活活のの状状況況ににつついいてて

（１１）授業期間中の典型的な１週間（７日間）の生活時間について（（そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択））

項目

アルバイト・定職

（１２）現在通っている大学について次の点で満足していますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

図書館・自習室などの学習支援施設

キャリアセンターなどでの就職・進路への支援

学習・生活面でのカウンセリング

奨学金等の経済的支援に関する情報提供

（１３）いまあなたには次のような不安や悩みがありますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

項目

授業の内容についていっていない

希望の就職先や進学先へ行けるか不安だ

経済的に勉強を続けることが難しい

学内の友人関係の悩みがある

卒業後にやりたいことがみつからない ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

不安や悩み
が

全くない

不安や悩み
が

あまりない

不安や悩み
が

少しある

不安や悩み
が

大いにある

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

利用したこ
とがない

不満

○ ○ ○

やや不満

娯楽・交友 ○ ○ ○ ○ ○ ○

就職活動 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

大学の授業以外の学習（語学学校、通信
講座や独学での学習などが該当しま
す。）

○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業論文・卒業研究 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

大学の授業の予習・復習、課題など ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2266--3300時時間間
3311時時間間
以以上上

大学の授業（オンライン授業やオンデマ
ンド型授業の視聴時間を含みます。）

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

やや満足満足
項目

部活動・サークル活動 ○ ○ ○ ○ ○

00時時間間 11--55時時間間 66--1100時時間間 1111--1155時時間間 1166--2200時時間間 2211--2255時時間間

○
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ⅢⅢ．．ああななたた自自身身のの経経済済状状況況ににつついいてて

○ 修学可能 ○ 修学不自由 ○ 修学継続困難 ○ 家庭からの給付はない

○ 全額を受けた ○ 半額以上全額未満を受けた ○ 半額未満を受けた

○ 申請したが不許可になった ○ 申請しなかった ○ 減免制度を知らない

○ 奨学金を受けた ○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○ 希望したが申請しなかった ○ 奨学金は必要なかった

○ 「給付」奨学金（返済が不要） ○ 成績基準が合わなかった

○ 「貸与」第一種奨学金（無利子） ○ 収入基準が合わなかった

○ 「貸与」第二種奨学金（有利子） ○ 申請手続が複雑なのでやめた

○ 貸与のため卒業後の返還が大変なのでやめた

○ 日本学生支援機構以外の奨学金を
受けることができたのでやめた

○ その他

○ 給付奨学金を受けた ○ 貸与奨学金を受けた ○ 給付・貸与の両方を受けた

○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○ 申請しなかった

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○ 塾講師・家庭教師など ○ 事務 ○ 販売 ○ 飲食業

○ 販売・飲食業を除く軽労働 ○ 重労働・危険作業 ○ 特殊技能 ○ その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○ 授業料 ○ その他の学校納付金 ○ 修学費 ○ 課外活動費

○ 通学費 ○ 食費 ○ 住居・光熱費 ○ 保健衛生費

○ 娯楽・し好費 ○ 通信費 ○ その他の日常費 ○ 預貯金

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

（１４）家庭からの給付のみで修
学可能ですか（最近1年間の経
験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受けて
いますか（令令和和44年年度度前前期期分分に
ついて）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか（最
近１年間）

（１８）最近１年間にアルバイトを
しましたか（授業期間中と長期
休暇中のそれぞれについて1つ
を選択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について（主
な理由1つを選択）
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ⅢⅢ．．ああななたた自自身身のの経経済済状状況況ににつついいてて
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○ 全額を受けた ○ 半額以上全額未満を受けた ○ 半額未満を受けた

○ 申請したが不許可になった ○ 申請しなかった ○ 減免制度を知らない

○ 奨学金を受けた ○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○ 希望したが申請しなかった ○ 奨学金は必要なかった

○ 「給付」奨学金（返済が不要） ○ 成績基準が合わなかった

○ 「貸与」第一種奨学金（無利子） ○ 収入基準が合わなかった

○ 「貸与」第二種奨学金（有利子） ○ 申請手続が複雑なのでやめた
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○ その他

○ 給付奨学金を受けた ○ 貸与奨学金を受けた ○ 給付・貸与の両方を受けた

○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○ 申請しなかった

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○ 塾講師・家庭教師など ○ 事務 ○ 販売 ○ 飲食業

○ 販売・飲食業を除く軽労働 ○ 重労働・危険作業 ○ 特殊技能 ○ その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○ 授業料 ○ その他の学校納付金 ○ 修学費 ○ 課外活動費

○ 通学費 ○ 食費 ○ 住居・光熱費 ○ 保健衛生費

○ 娯楽・し好費 ○ 通信費 ○ その他の日常費 ○ 預貯金

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

（１４）家庭からの給付のみで修
学可能ですか（最近1年間の経
験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受けて
いますか（令令和和44年年度度前前期期分分に
ついて）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか（最
近１年間）

（１８）最近１年間にアルバイトを
しましたか（授業期間中と長期
休暇中のそれぞれについて1つ
を選択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について（主
な理由1つを選択）

（１９）最近1年間の収入額・支出額について

令和3年12月～令和4年11月の1年間（令和4年度に入学した方は令和4年4月～令和5年3月の1年間）の収入額・支出額を、次のように算出して回答してください。
＜算出方法＞

・毎月の定例的な収入・支出は、最近1か月の金額×12か月
・特定時期あるいは臨時的な収入・支出は、1年間の収入・支出の実際の額又は見込額
※千円未満は四捨五入、収入額・支出額がない場合は「０」と回答してください。

（１９－１）最近1年間の収入額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

千万 百万 十万 万 千

家庭からの給付（親などが支払った授業料を含む） 円円

日本学生支援機構の給付奨学金（返済不要） 円円

日本学生支援機構の貸与奨学金（返済が必要） 円円

日本学生支援機構以以外外の給付奨学金（返済不要） 円円

日本学生支援機構以以外外の貸与奨学金（返済が必要） 円円

アルバイト収入 円円

定職収入 円円

その他　(貯蓄などを取り崩した金額や借入金など） 円円

年間収入合計（ア） 円円

（１９－２）最近1年間の支出額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

学費 千万 百万 十万 万 千

（数値入力） 円円

（数値入力） 円円

修学費（教科書､図書代､文具購入費など） （数値入力） 円円

課外活動費（サークル活動費、自治会活動費など） （数値入力） 円円

通学費（通学定期代、ガソリン代など） （数値入力） 円円

生活費 千万 百万 十万 万 千

食費（自宅通学者は外食費のみ回答） （数値入力） 円円

住居・光熱費（自宅通学者は「0」と回答） （数値入力） 円円

保健衛生費（診療代、薬代、理容美容代など） （数値入力） 円円

娯楽・し好費（趣味、旅行など） （数値入力） 円円

通信費（携帯電話、インターネットの利用料金など） （数値入力） 円円

（数値入力） 円円

預貯金（１年間で貯蓄した額） （数値入力） 円円

学費+生活費 千万 百万 十万 万 千

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

年間収入合計（ア）＝年間支出合計（イ）となるよう金額を確認してください。

千万 百万 十万 万 千

年間収入合計（ア） （自動計算） 円円

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

その他の日常費（衣服代、帰省費用など上記以外の
経費）

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

（数値入力）

000

000

その他の学校納付金（施設費、実習実験費、後援会
費など。入学金等の一時金は除く）

000

授業料（親などが支払った授業料も含む。授業料減免
を受けた場合は減免後の額。）

000

000（数値入力）

（数値入力）

（数値入力） 000

（自動計算）

000

000

（数値入力）

000

000

（数値入力）

（数値入力）

（数値入力）
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ⅣⅣ．．家家庭庭のの状状況況ににつついいてて

ここのの項項目目はは、、学学生生支支援援策策のの検検討討ににおおいいてて重重要要なな情情報報ととししてて使使用用さされれてていいまますす。。家家族族にによよくく確確かかめめたたううええでで、、ででききるるだだけけ正正確確にに回回答答ししててくくだだささいい。。

○ 父 ○ 母 ○ あなた自身 ○ 配偶者 ○ その他

○ 44歳以下 ○ 45～49歳 ○ 50～54歳 ○ 55～59歳 ○ 60歳以上

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

　家庭の所得の総額を、ア）主な家計支持者とイ）その他の家族の方に分けて、それぞれ回答してください。
　ただし、学校に在学する方が得た所得は除いてください。
　なお、あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の所得総額を、あなたの所得も含めて、
　回答してください。
※1万円未満は四捨五入、所得がない場合は「０」と回答してください。
所得に含めるものについてはこちら（リンク）

ア）主な家計支持者 イ）その他の方

質問は以上です。回答内容を確認してください。

万 億 千万 百万 十万

（２３）あなたの家庭の最近1年
間（12か月）の所得総額（税込
額）について

（数値入力） 万円 （数値入力） 万円

（２０）主な家計支持者について

（２１）主な家計支持者の年齢に
ついて

あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の主な家計支持者を選択してください。

（２２）主な家計支持者の職業に
ついて

万億 千万 百万 十万

ご協力ありがとうございました。
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（数値入力） 万円 （数値入力） 万円

（２０）主な家計支持者について
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ご協力ありがとうございました。

大学（回答要領） 
Ⅰ．あなた自身について
（３）学科（専攻）の系統
文・外国語・国際・文化系
法・政・経・商・社系
理・工系

農系

薬系
医・歯系
看護・保健系
教育・教員養成系
福祉系
家政・生活系
芸術系
スポーツ系
その他

Ⅲ．あなた自身の経済状況について
（１８－１）アルバイトの従事職種
塾講師・家庭教師など
事務
販売
飲食業
販売・飲食業を除く軽労働

重労働・危険作業

特殊技能
その他

（１９－１）最近１年間の収入額

家庭からの給付

日本学生支援機構の給付奨学金

日本学生支援機構の貸与奨学金

日本学生支援機構以外の給付奨学金

日本学生支援機構以外の貸与奨学金

日本学生支援機構から奨学金の貸与を受けている方は、その年額を回答してください。入
学時特別増額は含めないでください。

日本学生支援機構の給付奨学金「以外」の給付奨学金・奨励金を受けている方（下記①
②）は、その年額を回答してください。
①大学独自の学内奨学金など、大学から給付される奨学金を受けている方
②地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから給付奨学金・奨励金を受けている方、教
育訓練給付制度による給付金を受けている方

日本学生支援機構の貸与奨学金「以外」の貸与制（返済が必要な）奨学金などを受けてい
る方は、その年額を回答してください。
※条件付で返還が免除される奨学金は「貸与制」ですので、こちらに回答してください。

清掃、警備、包装、配布、新聞配達、製造、調査、イベントスタッフなど
土木工事、重量物運搬、引越しスタッフ、倉庫整理、プレス作業、建築の現場作業、高所
の屋外作業など
通訳、翻訳、製図、プログラミング、インストラクターなど
その他上記の職種にあてはまらない職種

親や配偶者など、あなた以外の方から支援を受けた額を回答してください。小遣いや仕送
りなどの直接受け取った額と、親が支払った授業料のように、あなた以外の方が代わりに
支払った額の両方を合計してください。
※入学金等の一時金を支払うために受けた額は、除いてください。
※自宅での食費など、あなたの分を区分することが難しい場合は含めないでください。

日本学生支援機構から給付される奨学金を受けている方は、その年額を回答してくださ
い。

体育学、その他これに分類される学科および専攻
上記の分類にあてはまらない学科および専攻

塾・予備校講師、家庭教師、試験監督・採点など
一般事務、データ入力、パソコン入力事務、コールセンターなど
コンビニ・スーパー・デパート・量販店等での販売（レジ係を含む）、営業など
調理、接客、デリバリーなど

医学、歯学の各学科および専攻
看護学、上記「薬系」「医・歯系」以外の保健学に分類される学科および専攻
教育学、教員養成を目的とする各学科および専攻
社会福祉学、介護福祉学、その他これに分類される学科および専攻
家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他これに分類される学科および専攻
芸術、デザイン、音楽、その他これに分類される学科および専攻

文学、史学、哲学、教養学、外国語学、その他これに分類される学科および専攻
法学、政治学、経済学、商学、社会学、その他これに分類される学科および専攻
理学、工学、その他これに分類される学科および専攻
農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学、畜産学、水産学、その
他これに分類される学科および専攻
薬学、その他これに分類される学科および専攻

− 127 −



アルバイト収入

定職収入

その他

（１９－２）最近１年間の支出額

授業料

その他の学校納付金

修学費

課外活動費

通学費

食費

住居・光熱費

保健衛生費

娯楽・し好費

通信費

その他の日常費

預貯金

自宅通学者・・・外食した時の経費のみ。
自宅外通学者・・・外食、自炊の費用、食事付きの寮等で食費として支払う額の合計。
※間食、酒などのし好品は「娯楽・し好費」に回答

次の「定職収入」にあてはまらないもので、学費または生活費を補うために働いて得た収
入について、税込額を回答してください。

臨時的ではない、安定した職業から得られた収入について、税込額を回答してください。

あなたの貯蓄などを取り崩して支出にあてた額や、あなたの資産から生ずる利子収入・配
当収入などのうちあなたの分として充当した額、あなたが奨学金以外で借り入れをして今
回調査期間中の支出に充当した額など、上記の項目に該当しない全ての収入を回答してく
ださい。新型コロナウイルス関連の給付金等（大学独自の支援金、学生支援緊急給付金、
特別定額給付金など）は、こちらに回答してください。

令和4年度分の授業料年額（親などが支払ったものも含む）。
ただし、授業料減免を受けた場合は、減免された額を引いてください。
例）授業料が年額60万円で、半額の減免を受けた場合は、30万円と回答。

授業料以外に学校に納めなければならない令和4年度分の経費（施設費、実験実習費、後援
会費など）。入学金等の一時金は除いてください。

上記のほかに、勉学のために支出した経費。
例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。

携帯電話、固定電話、インターネットの利用料金など。

衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。
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例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。
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衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。

Ⅳ．家庭の状況について
（２２）主な家計支持者の職業について

職業区分 代表例 基準 詳細例

１.勤労者
会社員
公務員

民間の会社、商店、病院、学校、工場などや官公庁
または官公立の病院、学校などに勤め、事務的、技
術的または管理的な仕事、および肉体・技能労働に
従事している者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

総務・人事・企画・広報などの一般事務員、営業、
外交員、SE、プログラマー、販売店員、調理人、配
膳人、清掃員、勤務医、看護師、薬剤師、学校長、
教員、研究者、塾講師、図書館司書、保健師、検察
官、裁判官、警察官、消防士、自衛官、駅長、電車
運転士、車掌、自動車運転手、船員、工場長、新聞
記者、機械技術者、電気技術者、配達員、守衛、警
備員など

２.個人営業
商人
職人
個人経営者

独立して商品の製造、加工、販売またはサービスを
提供する業主、および独立して個人組織で商業、工
業、サービス業などを経営してその企画管理に従事
する者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

商店主、飲食店主、理髪店主、工場主、大工、植木
職、アパート等不動産経営者、個人タクシー運転
手、個人トラック運転手、行商など

会社役員
市町村長
議員

法人組織（株式会社・有限会社など）で、家族でな
い使用人５人以上を雇用する会社、団体などの役
員、国・地方公共団体で役員に相当する者、および
議会議員。
なお、「１」の勤労者に分類される者でも、程度の
高い企画管理、行政事務または監督事務に従事する
者は含める。

社長、会長、会社役員、取締役、監査役、理事、銀
行頭取、相談役、政務官、事務次官、局長、裁判所
長官、教育委員長、知事、副知事、区長、市町村
長、副市長、国務大臣、副大臣、国会議員、地方公
共団体議会議員など

開業医
弁護士
芸術家
スポーツ選手

個人で自分の専門の技能や知識を内容とする仕事に
従事する者。
ただし、｢１｣の勤労者に分類される者は除く。

開業医、弁護士、司法書士、公認会計士、税理士、
助産師、マッサージ師、僧侶、神職、作家、漫画
家、画家、作曲家、評論家、コンサルタント、芸能
人（歌手、俳優など）、モデル、職業スポーツ家
（野球選手、競輪選手、力士など）など

４.農林・水産業
農業・林業・
海水産業従事者

独立して農作物の栽培・収穫、養蚕・家畜・家き
ん・その他の動物の飼育、林木の育成・伐採・搬
出、水産動植物採取・養殖などの仕事に従事してい
る者。

農耕作業者、養蚕作業者、養畜作業者、伐木者、育
林作業者、漁船要員、漁労作業者、海藻・貝採取作
業者、水産養殖作業者など

その他 「１」～「４」のいずれの職業区分にもあてはまら
ない者。

「１」～「４」のいずれの職業詳細例にもあてはま
らない者。

無職 職業のない者。 年金生活者、失業者、主婦など。

（２３）家庭の所得に含めるもの

事業所得

給与所得

資産所得

その他の所得

３.法人経営・
自由業

５.その他

個人が経営する農業・漁業・製造業・卸売業・小売業・サービス業などから生ずる所得で、その年の総収
入から事業経営に必要な経費を控除した額です。 （農業、小売業などで生産品または商品を自家消費し
た場合は、時価に換算した見積額を所得に加算してください。）

俸給、給料、賃金、歳費、賞与など、労務または役務の対価として受けた所得です。

利子所得、配当所得、不動産所得など、資産から生ずる所得です。

恩給、年金、家庭の内職収入および世帯員以外の者からの経済的援助などの合計額です。（退職金、財産
売却、相続などのため、臨時的に得た収入および借入金は含めないでください。新型コロナウイルス関連
で臨時的に得た給付金や助成金等も、含めないでください。）
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（１） 設問のうち「※必須」と表示しているものには、必ず回答のうえ次ページに進んでください。

（２） 回答は全部で５ページです。各ページ下の「次へ」で次ページに進み、「前へ」で前ページに戻ることができます。

（３） 回答は中断できます。ただし、ブラウザが履歴を残さない設定の場合、回答途中でブラウザを閉じると、それまでの回答は保存されません。

（５） 全ての確認が終わったら、「送信」することで回答が終了します。

（６） 各設問に記載の「大学」は、短期大学のことを指します。

ⅠⅠ．．ああななたた自自身身ににつついいてて

○ 昼間部 ○ 夜間部

○ １学年 ○ ２学年 ○ ３学年

留年や休学などは数えません。例：１年生を留年して現在２年目の場合は、「１学年」を選択してください。

○ 文・外国語・国際・文化系 ○ 法・政・経・商・社系 ○ 理・工系 ○ 農系

○ 看護・保健系 ○ 教育・教員養成系 ○ 福祉系 ○ 家政・生活系

○ 芸術系 ○ スポーツ系 ○ その他

歯科衛生士、医療事務、薬局事務を目指す学科は、「看護・保健系」を選択してください。
幼児・保育教育学は、「教育・教員養成系」を選択してください。

学科（専攻）の系統の詳細はこちら（リンク）

○ 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県 ○ 大阪府・京都府・兵庫県 ○ その他の道、県

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスの所在地のある地域を選択してください。

○ ０分～１０分 ○ １１分～２０分 ○ ２１分～３０分 ○ ３１分～６０分

○ ６１分～９０分 ○ ９１分～１２０分 ○ １２１分以上

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスまでの通学時間を選択してください。

○ 男　性 ○ 女　性 ○ そ　の　他

（数値入力）

○ 自宅（家族と同居している場合で、持家、借家、社宅等は問いません。）

○ 学生寮（寄宿舎）（大学が借り上げている宿舎や公益法人等が経営している寄宿舎に居住している場合を含みます。）

○ 下宿・アパート・その他（修学のために単身で居住している場合で、間借、学生マンション、親戚・知人宅を含みます。）

（プルダウンリスト（都道府県+海外）） （プルダウンリスト（都道府県+海外））

令和４年度学生生活調査　（短期大学）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されてい

ます。また、日本学生支援機構が学生支援の充実のために意義のある調査研究であると判断した場合、回答内容を研究機関等に提供
することがあります。どのように使用されても、あなたが回答した内容によって、あなた個人が特定されることはありません。
　学業やその他の活動でお忙しい中とは思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（１）昼間部・夜間部のどちらに
通学していますか
※必須

（２）現在の学年について
※必須

（３）学科（専攻）の系統につい
て
※必須

（４）学校の所在地について
※必須

（４） 最終ページまで回答したら、「回答確認画面」で全ての回答内容を確認できます。修正する場合は、回答ページに戻って修正し、再度、「回答
確認画面」で確認してください。

（５）片道の通学時間について

（６）性別について

（７）年齢について

（８）現在住んでいるところにつ
いて

（９）現在の住所について（都道
府県）

（１０）入学前の住所について
（都道府県）
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（１） 設問のうち「※必須」と表示しているものには、必ず回答のうえ次ページに進んでください。

（２） 回答は全部で５ページです。各ページ下の「次へ」で次ページに進み、「前へ」で前ページに戻ることができます。

（３） 回答は中断できます。ただし、ブラウザが履歴を残さない設定の場合、回答途中でブラウザを閉じると、それまでの回答は保存されません。

（５） 全ての確認が終わったら、「送信」することで回答が終了します。

（６） 各設問に記載の「大学」は、短期大学のことを指します。

ⅠⅠ．．ああななたた自自身身ににつついいてて

○ 昼間部 ○ 夜間部

○ １学年 ○ ２学年 ○ ３学年

留年や休学などは数えません。例：１年生を留年して現在２年目の場合は、「１学年」を選択してください。

○ 文・外国語・国際・文化系 ○ 法・政・経・商・社系 ○ 理・工系 ○ 農系

○ 看護・保健系 ○ 教育・教員養成系 ○ 福祉系 ○ 家政・生活系

○ 芸術系 ○ スポーツ系 ○ その他

歯科衛生士、医療事務、薬局事務を目指す学科は、「看護・保健系」を選択してください。
幼児・保育教育学は、「教育・教員養成系」を選択してください。

学科（専攻）の系統の詳細はこちら（リンク）

○ 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県 ○ 大阪府・京都府・兵庫県 ○ その他の道、県

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスの所在地のある地域を選択してください。

○ ０分～１０分 ○ １１分～２０分 ○ ２１分～３０分 ○ ３１分～６０分

○ ６１分～９０分 ○ ９１分～１２０分 ○ １２１分以上

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスまでの通学時間を選択してください。

○ 男　性 ○ 女　性 ○ そ　の　他

（数値入力）

○ 自宅（家族と同居している場合で、持家、借家、社宅等は問いません。）

○ 学生寮（寄宿舎）（大学が借り上げている宿舎や公益法人等が経営している寄宿舎に居住している場合を含みます。）

○ 下宿・アパート・その他（修学のために単身で居住している場合で、間借、学生マンション、親戚・知人宅を含みます。）

（プルダウンリスト（都道府県+海外）） （プルダウンリスト（都道府県+海外））

令和４年度学生生活調査　（短期大学）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されてい

ます。また、日本学生支援機構が学生支援の充実のために意義のある調査研究であると判断した場合、回答内容を研究機関等に提供
することがあります。どのように使用されても、あなたが回答した内容によって、あなた個人が特定されることはありません。
　学業やその他の活動でお忙しい中とは思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（１）昼間部・夜間部のどちらに
通学していますか
※必須

（２）現在の学年について
※必須

（３）学科（専攻）の系統につい
て
※必須

（４）学校の所在地について
※必須

（４） 最終ページまで回答したら、「回答確認画面」で全ての回答内容を確認できます。修正する場合は、回答ページに戻って修正し、再度、「回答
確認画面」で確認してください。

（５）片道の通学時間について

（６）性別について

（７）年齢について

（８）現在住んでいるところにつ
いて

（９）現在の住所について（都道
府県）

（１０）入学前の住所について
（都道府県）

ⅡⅡ．．学学生生生生活活のの状状況況ににつついいてて

（１１）授業期間中の典型的な１週間（７日間）の生活時間について（（そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択））

項目

アルバイト・定職

（１２）現在通っている大学について次の点で満足していますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

図書館・自習室などの学習支援施設

キャリアセンターなどでの就職・進路への支援

学習・生活面でのカウンセリング

奨学金等の経済的支援に関する情報提供

（１３）いまあなたには次のような不安や悩みがありますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

項目

授業の内容についていっていない

希望の就職先や進学先へ行けるか不安だ

経済的に勉強を続けることが難しい

学内の友人関係の悩みがある

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

卒業後にやりたいことがみつからない ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

不安や悩
みが

大いにある

不安や悩
みが

少しある

不安や悩
みが

あまりない

不安や悩
みが

全くない

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

利用したこ
とがない

不満やや不満やや満足満足
項目

娯楽・交友

○ ○

就職活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

部活動・サークル活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大学の授業以外の学習（語学学校、通
信講座や独学での学習などが該当しま
す。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

卒業論文・卒業研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大学の授業の予習・復習、課題など ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

大学の授業（オンライン授業やオンデマ
ンド型授業の視聴時間を含みます。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2266--3300時時間間
3311時時間間
以以上上

00時時間間 11--55時時間間 66--1100時時間間 1111--1155時時間間1166--2200時時間間2211--2255時時間間
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ⅢⅢ．．ああななたた自自身身のの経経済済状状況況ににつついいてて

○　修学可能 ○　修学不自由 ○　修学継続困難 ○　家庭からの給付はない

○　全額を受けた ○　半額以上全額未満を受けた ○　半額未満を受けた

○　申請したが不許可になった ○　申請しなかった ○　減免制度を知らない

○　奨学金を受けた ○　申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○　希望したが申請しなかった ○　奨学金は必要なかった

○　「給付」奨学金（返済が不要） ○　成績基準が合わなかった

○　「貸与」第一種奨学金（無利子） ○　収入基準が合わなかった

○　「貸与」第二種奨学金（有利子） ○　申請手続が複雑なのでやめた

○　貸与のため卒業後の返還が大変なのでやめた

○　日本学生支援機構以外の奨学金を
　　　受けることができたのでやめた

○　その他

○　給付奨学金を受けた ○　貸与奨学金を受けた ○　給付・貸与の両方を受けた

○　申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○　申請しなかった

○　まったくしなかった ○　不定期的にした ○　週に１～２日した ○　週に３日以上した

○　まったくしなかった ○　不定期的にした ○　週に１～２日した ○　週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○　塾講師・家庭教師など ○　事務 ○　販売 ○　飲食業

○　販売・飲食業を除く軽労働 ○　重労働・危険作業 ○　特殊技能 ○　その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○　授業料 ○　その他の学校納付金 ○　修学費 ○　課外活動費

○　通学費 ○　食費 ○　住居・光熱費 ○　保健衛生費

○　娯楽・し好費 ○　通信費 ○　その他の日常費 ○　預貯金

（１８）最近１年間にアルバイト
をしましたか（授業期間中と長
期休暇中のそれぞれについて
1つを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

（１４）家庭からの給付のみで
修学可能ですか（最近1年間の
経験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受け
ていますか（令令和和44年年度度前前期期分分
について）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか
（最近１年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選
択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について
（主な理由1つを選択）
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ⅢⅢ．．ああななたた自自身身のの経経済済状状況況ににつついいてて

○　修学可能 ○　修学不自由 ○　修学継続困難 ○　家庭からの給付はない

○　全額を受けた ○　半額以上全額未満を受けた ○　半額未満を受けた

○　申請したが不許可になった ○　申請しなかった ○　減免制度を知らない

○　奨学金を受けた ○　申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○　希望したが申請しなかった ○　奨学金は必要なかった

○　「給付」奨学金（返済が不要） ○　成績基準が合わなかった

○　「貸与」第一種奨学金（無利子） ○　収入基準が合わなかった

○　「貸与」第二種奨学金（有利子） ○　申請手続が複雑なのでやめた

○　貸与のため卒業後の返還が大変なのでやめた

○　日本学生支援機構以外の奨学金を
　　　受けることができたのでやめた

○　その他

○　給付奨学金を受けた ○　貸与奨学金を受けた ○　給付・貸与の両方を受けた

○　申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○　申請しなかった

○　まったくしなかった ○　不定期的にした ○　週に１～２日した ○　週に３日以上した

○　まったくしなかった ○　不定期的にした ○　週に１～２日した ○　週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○　塾講師・家庭教師など ○　事務 ○　販売 ○　飲食業

○　販売・飲食業を除く軽労働 ○　重労働・危険作業 ○　特殊技能 ○　その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○　授業料 ○　その他の学校納付金 ○　修学費 ○　課外活動費

○　通学費 ○　食費 ○　住居・光熱費 ○　保健衛生費

○　娯楽・し好費 ○　通信費 ○　その他の日常費 ○　預貯金

（１８）最近１年間にアルバイト
をしましたか（授業期間中と長
期休暇中のそれぞれについて
1つを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

（１４）家庭からの給付のみで
修学可能ですか（最近1年間の
経験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受け
ていますか（令令和和44年年度度前前期期分分
について）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか
（最近１年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選
択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について
（主な理由1つを選択）

（１９）最近1年間の収入額・支出額について

令和3年12月～令和4年11月の1年間（令和4年度に入学した方は令和4年4月～令和5年3月の1年間）の収入額・支出額を、次のように算出して回答してください。
＜算出方法＞

・毎月の定例的な収入・支出は、最近1か月の金額×12か月
・特定時期あるいは臨時的な収入・支出は、1年間の収入・支出の実際の額又は見込額
※千円未満は四捨五入、収入額・支出額がない場合は「０」と回答してください。

（１９－１）最近1年間の収入額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

千万 百万 十万 万 千

家庭からの給付（親などが支払った授業料を含む） 円円

日本学生支援機構の給付奨学金（返済不要） 円円

日本学生支援機構の貸与奨学金（返済が必要） 円円

日本学生支援機構以以外外の給付奨学金（返済不要） 円円

日本学生支援機構以以外外の貸与奨学金（返済が必要） 円円

アルバイト収入 円円

定職収入 円円

その他　(貯蓄などを取り崩した金額や借入金など） 円円

年間収入合計（ア） 円円

（１９－２）最近1年間の支出額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

学費 千万 百万 十万 万 千

（数値入力） 円円

（数値入力） 円円

修学費（教科書､図書代､文具購入費など） （数値入力） 円円

課外活動費（サークル活動費、自治会活動費など） （数値入力） 円円

通学費（通学定期代、ガソリン代など） （数値入力） 円円

生活費 千万 百万 十万 万 千

食費（自宅通学者は外食費のみ回答） （数値入力） 円円

住居・光熱費（自宅通学者は「0」と回答） （数値入力） 円円

保健衛生費（診療代、薬代、理容美容代など） （数値入力） 円円

娯楽・し好費（趣味、旅行など） （数値入力） 円円

通信費（携帯電話、インターネットの利用料金など） （数値入力） 円円

（数値入力） 円円

預貯金（１年間で貯蓄した額） （数値入力） 円円

学費+生活費 千万 百万 十万 万 千

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

年間収入合計（ア）＝年間支出合計（イ）となるよう金額を確認してください。

千万 百万 十万 万 千

年間収入合計（ア） （自動計算） 円円

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

授業料（親などが支払った授業料も含む。授業料減
免を受けた場合は減免後の額。）

その他の学校納付金（施設費、実習実験費、後援会
費など。入学金等の一時金は除く）

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

その他の日常費（衣服代、帰省費用など上記以外の
経費）

（数値入力） 000

（数値入力） 000

000

（数値入力） 000

（数値入力） 000

（数値入力） 000

（自動計算） 000

（数値入力） 000

（数値入力） 000

（数値入力） 000
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ⅣⅣ．．家家庭庭のの状状況況ににつついいてて

ここのの項項目目はは、、学学生生支支援援策策のの検検討討ににおおいいてて重重要要なな情情報報ととししてて使使用用さされれてていいまますす。。家家族族にによよくく確確かかめめたたううええでで、、ででききるるだだけけ正正確確にに回回答答ししててくくだだささいい。。

○ 父 ○ 母 ○ あなた自身 ○ 配偶者 ○ その他

○ 44歳以下 ○ 45～49歳 ○ 50～54歳 ○ 55～59歳 ○ 60歳以上

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

　家庭の所得の総額を、ア）主な家計支持者とイ）その他の家族の方に分けて、それぞれ回答してください。
　ただし、学校に在学する方が得た所得は除いてください。
　なお、あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の所得総額を、あなたの所得も含めて、
　回答してください。
※1万円未満は四捨五入、所得がない場合は「０」と回答してください。
所得に含めるものについてはこちら（リンク）

ア）主な家計支持者 イ）その他の方

質問は以上です。回答内容を確認してください。

（２０）主な家計支持者につい
て

あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の主な家計支持者を選択してください。

（２１）主な家計支持者の年齢
について

（２２）主な家計支持者の職業
について

（２３）あなたの家庭の最近1年
間（12か月）の所得総額（税込
額）について

（数値入力） 万円 （数値入力） 万円

億 千万 百万 十万 万 億 千万 百万 十万 万

ご協力ありがとうございました

ご協力ありがとうございました。
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ⅣⅣ．．家家庭庭のの状状況況ににつついいてて

ここのの項項目目はは、、学学生生支支援援策策のの検検討討ににおおいいてて重重要要なな情情報報ととししてて使使用用さされれてていいまますす。。家家族族にによよくく確確かかめめたたううええでで、、ででききるるだだけけ正正確確にに回回答答ししててくくだだささいい。。

○ 父 ○ 母 ○ あなた自身 ○ 配偶者 ○ その他

○ 44歳以下 ○ 45～49歳 ○ 50～54歳 ○ 55～59歳 ○ 60歳以上

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

　家庭の所得の総額を、ア）主な家計支持者とイ）その他の家族の方に分けて、それぞれ回答してください。
　ただし、学校に在学する方が得た所得は除いてください。
　なお、あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の所得総額を、あなたの所得も含めて、
　回答してください。
※1万円未満は四捨五入、所得がない場合は「０」と回答してください。
所得に含めるものについてはこちら（リンク）

ア）主な家計支持者 イ）その他の方

質問は以上です。回答内容を確認してください。

（２０）主な家計支持者につい
て

あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の主な家計支持者を選択してください。

（２１）主な家計支持者の年齢
について

（２２）主な家計支持者の職業
について

（２３）あなたの家庭の最近1年
間（12か月）の所得総額（税込
額）について

（数値入力） 万円 （数値入力） 万円

億 千万 百万 十万 万 億 千万 百万 十万 万

ご協力ありがとうございました

ご協力ありがとうございました。

短期大学（回答要領） 
Ⅰ．あなた自身について
（３）学科（専攻）の系統
文・外国語・国際・文化系
法・政・経・商・社系
理・工系

農系

看護・保健系
教育・教員養成系
福祉系
家政・生活系
芸術系
スポーツ系
その他

Ⅲ．あなた自身の経済状況について
（１８－１）アルバイトの従事職種
塾講師・家庭教師など
事務
販売
飲食業
販売・飲食業を除く軽労働

重労働・危険作業

特殊技能
その他

（１９－１）最近１年間の収入額

家庭からの給付

日本学生支援機構の給付奨学金

日本学生支援機構の貸与奨学金

日本学生支援機構以外の給付奨学金

日本学生支援機構以外の貸与奨学金
日本学生支援機構の貸与奨学金「以外」の貸与制（返済が必要な）奨学金などを受けてい
る方は、その年額を回答してください。
※条件付で返還が免除される奨学金は「貸与制」ですので、こちらに回答してください。

通訳、翻訳、製図、プログラミング、インストラクターなど
その他上記の職種にあてはまらない職種

親や配偶者など、あなた以外の方から支援を受けた額を回答してください。小遣いや仕送
りなどの直接受け取った額と、親が支払った授業料のように、あなた以外の方が代わりに
支払った額の両方を合計してください。
※入学金等の一時金を支払うために受けた額は、除いてください。
※自宅での食費など、あなたの分を区分することが難しい場合は含めないでください。

日本学生支援機構から給付される奨学金を受けている方は、その年額を回答してくださ
い。

日本学生支援機構から奨学金の貸与を受けている方は、その年額を回答してください。入
学時特別増額は含めないでください。

日本学生支援機構の給付奨学金「以外」の給付奨学金・奨励金を受けている方（下記①
②）は、その年額を回答してください。
①大学独自の学内奨学金など、大学から給付される奨学金を受けている方
②地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから給付奨学金・奨励金を受けている方、教
育訓練給付制度による給付金を受けている方

塾・予備校講師、家庭教師、試験監督・採点など
一般事務、データ入力、パソコン入力事務、コールセンターなど
コンビニ・スーパー・デパート・量販店等での販売（レジ係を含む）、営業など
調理、接客、デリバリーなど
清掃、警備、包装、配布、新聞配達、製造、調査、イベントスタッフなど
土木工事、重量物運搬、引越しスタッフ、倉庫整理、プレス作業、建築の現場作業、高所
の屋外作業など

教育学、教員養成を目的とする各学科および専攻
社会福祉学、介護福祉学、その他これに分類される学科および専攻
家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他これに分類される学科および専攻
芸術、デザイン、音楽、その他これに分類される学科および専攻
体育学、その他これに分類される学科および専攻
上記の分類にあてはまらない学科および専攻

文学、史学、哲学、教養学、外国語学、その他これに分類される学科および専攻
法学、政治学、経済学、商学、社会学、その他これに分類される学科および専攻
理学、工学、その他これに分類される学科および専攻
農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学、畜産学、水産学、その
他これに分類される学科および専攻
看護学、保健学に分類される学科および専攻
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アルバイト収入

定職収入

その他

（１９－２）最近１年間の支出額

授業料

その他の学校納付金

修学費

課外活動費

通学費

食費

住居・光熱費

保健衛生費

娯楽・し好費

通信費

その他の日常費

預貯金

授業料以外に学校に納めなければならない令和4年度分の経費（施設費、実験実習費、後援
会費など）。入学金等の一時金は除いてください。

次の「定職収入」にあてはまらないもので、学費または生活費を補うために働いて得た収
入について、税込額を回答してください。

臨時的ではない、安定した職業から得られた収入について、税込額を回答してください。

あなたの貯蓄などを取り崩して支出にあてた額や、あなたの資産から生ずる利子収入・配
当収入などのうちあなたの分として充当した額、あなたが奨学金以外で借り入れをして今
回調査期間中の支出に充当した額など、上記の項目に該当しない全ての収入を回答してく
ださい。新型コロナウイルス関連の給付金等（大学独自の支援金、学生支援緊急給付金、
特別定額給付金など）は、こちらに回答してください。

令和4年度分の授業料年額（親などが支払ったものも含む）。
ただし、授業料減免を受けた場合は、減免された額を引いてください。
例）授業料が年額60万円で、半額の減免を受けた場合は、30万円と回答。

上記のほかに、勉学のために支出した経費。
例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・外食した時の経費のみ。
自宅外通学者・・・外食、自炊の費用、食事付きの寮等で食費として支払う額の合計。
※間食、酒などのし好品は「娯楽・し好費」に回答

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。

携帯電話、固定電話、インターネットの利用料金など。

衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。
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アルバイト収入

定職収入

その他

（１９－２）最近１年間の支出額

授業料

その他の学校納付金

修学費

課外活動費

通学費

食費

住居・光熱費

保健衛生費

娯楽・し好費

通信費

その他の日常費

預貯金

授業料以外に学校に納めなければならない令和4年度分の経費（施設費、実験実習費、後援
会費など）。入学金等の一時金は除いてください。

次の「定職収入」にあてはまらないもので、学費または生活費を補うために働いて得た収
入について、税込額を回答してください。

臨時的ではない、安定した職業から得られた収入について、税込額を回答してください。

あなたの貯蓄などを取り崩して支出にあてた額や、あなたの資産から生ずる利子収入・配
当収入などのうちあなたの分として充当した額、あなたが奨学金以外で借り入れをして今
回調査期間中の支出に充当した額など、上記の項目に該当しない全ての収入を回答してく
ださい。新型コロナウイルス関連の給付金等（大学独自の支援金、学生支援緊急給付金、
特別定額給付金など）は、こちらに回答してください。

令和4年度分の授業料年額（親などが支払ったものも含む）。
ただし、授業料減免を受けた場合は、減免された額を引いてください。
例）授業料が年額60万円で、半額の減免を受けた場合は、30万円と回答。

上記のほかに、勉学のために支出した経費。
例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・外食した時の経費のみ。
自宅外通学者・・・外食、自炊の費用、食事付きの寮等で食費として支払う額の合計。
※間食、酒などのし好品は「娯楽・し好費」に回答

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。

携帯電話、固定電話、インターネットの利用料金など。

衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。

Ⅳ．家庭の状況について
（２２）主な家計支持者の職業について

職業区分 代表例 基準 詳細例

１.勤労者
会社員
公務員

民間の会社、商店、病院、学校、工場などや官公庁
または官公立の病院、学校などに勤め、事務的、技
術的または管理的な仕事、および肉体・技能労働に
従事している者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

総務・人事・企画・広報などの一般事務員、営業、
外交員、SE、プログラマー、販売店員、調理人、配
膳人、清掃員、勤務医、看護師、薬剤師、学校長、
教員、研究者、塾講師、図書館司書、保健師、検察
官、裁判官、警察官、消防士、自衛官、駅長、電車
運転士、車掌、自動車運転手、船員、工場長、新聞
記者、機械技術者、電気技術者、配達員、守衛、警
備員など

２.個人営業
商人
職人
個人経営者

独立して商品の製造、加工、販売またはサービスを
提供する業主、および独立して個人組織で商業、工
業、サービス業などを経営してその企画管理に従事
する者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

商店主、飲食店主、理髪店主、工場主、大工、植木
職、アパート等不動産経営者、個人タクシー運転
手、個人トラック運転手、行商など

会社役員
市町村長
議員

法人組織（株式会社・有限会社など）で、家族でな
い使用人５人以上を雇用する会社、団体などの役
員、国・地方公共団体で役員に相当する者、および
議会議員。
なお、「１」の勤労者に分類される者でも、程度の
高い企画管理、行政事務または監督事務に従事する
者は含める。

社長、会長、会社役員、取締役、監査役、理事、銀
行頭取、相談役、政務官、事務次官、局長、裁判所
長官、教育委員長、知事、副知事、区長、市町村
長、副市長、国務大臣、副大臣、国会議員、地方公
共団体議会議員など

開業医
弁護士
芸術家
スポーツ選手

個人で自分の専門の技能や知識を内容とする仕事に
従事する者。
ただし、｢１｣の勤労者に分類される者は除く。

開業医、弁護士、司法書士、公認会計士、税理士、
助産師、マッサージ師、僧侶、神職、作家、漫画
家、画家、作曲家、評論家、コンサルタント、芸能
人（歌手、俳優など）、モデル、職業スポーツ家
（野球選手、競輪選手、力士など）など

４.農林・水産業
農業・林業・
海水産業従事者

独立して農作物の栽培・収穫、養蚕・家畜・家き
ん・その他の動物の飼育、林木の育成・伐採・搬
出、水産動植物採取・養殖などの仕事に従事してい
る者。

農耕作業者、養蚕作業者、養畜作業者、伐木者、育
林作業者、漁船要員、漁労作業者、海藻・貝採取作
業者、水産養殖作業者など

その他 「１」～「４」のいずれの職業区分にもあてはまら
ない者。

「１」～「４」のいずれの職業詳細例にもあてはま
らない者。

無職 職業のない者。 年金生活者、失業者、主婦など。

（２３）家庭の所得に含めるもの

事業所得

給与所得

資産所得

その他の所得

個人が経営する農業・漁業・製造業・卸売業・小売業・サービス業などから生ずる所得で、その年の総収
入から事業経営に必要な経費を控除した額です。 （農業、小売業などで生産品または商品を自家消費し
た場合は、時価に換算した見積額を所得に加算してください。）

俸給、給料、賃金、歳費、賞与など、労務または役務の対価として受けた所得です。

利子所得、配当所得、不動産所得など、資産から生ずる所得です。

恩給、年金、家庭の内職収入および世帯員以外の者からの経済的援助などの合計額です。（退職金、財産
売却、相続などのため、臨時的に得た収入および借入金は含めないでください。新型コロナウイルス関連
で臨時的に得た給付金や助成金等も、含めないでください。）

３.法人経営・
自由業

５.その他
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（１） 設問のうち「※必須」と表示しているものには、必ず回答のうえ次ページに進んでください。

（２） 回答は全部で５ページです。各ページ下の「次へ」で次ページに進み、「前へ」で前ページに戻ることができます。

（３） 回答は中断できます。ただし、ブラウザが履歴を残さない設定の場合、回答途中でブラウザを閉じると、それまでの回答は保存されません。

（５） 全ての確認が終わったら、「送信」することで回答が終了します。

ⅠⅠ．．ああななたた自自身身ににつついいてて

○ 修士課程（修士課程、博士前期課程、一貫制博士課程の前期２年（医・歯・薬・獣医を除く））

○ 博士課程（博士後期課程、一貫制博士課程の後期３年、一貫制博士課程（医・歯・薬・獣医））

○ 専門職学位課程（法科、教職、会計、技術経営大学院などの専門職学位の取れる大学院課程）

○ １学年 ○ ２学年 ○ ３学年 ○ ４学年

留年や休学などは数えません。一貫制博士課程の3年生の方は、博士課程の1年生と数えてください。

○ 文・外国語・国際・文化系 ○ 法・政・経・商・社系 ○ 理・工系 ○ 農系

○ 薬系 ○ 医・歯系 ○ 看護・保健系 ○ 教育・教員養成系

○ 福祉系 ○ 家政・生活系 ○ 芸術系 ○ スポーツ系

○ その他

学科（専攻）の系統の詳細はこちら（リンク）

○ 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県 ○ 大阪府・京都府・兵庫県 ○ その他の道、県

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスの所在地のある地域を選択してください。

○ ０分～１０分 ○ １１分～２０分 ○ ２１分～３０分 ○ ３１分～６０分

○ ６１分～９０分 ○ ９１分～１２０分 ○ １２１分以上

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスまでの通学時間を選択してください。

○ 男　性 ○ 女　性 ○ そ　の　他

（数値入力） ○ いる ○ いない

○ 定職に就いている ○ 定職に就いていない

（７-３-１）就いている職業を選んでください

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

○ 自宅（家族と同居している場合で、持家、借家、社宅等は問いません。）

○ 学生寮（寄宿舎）（大学が借り上げている宿舎や公益法人等が経営している寄宿舎に居住している場合を含みます。）

○ 下宿・アパート・その他（修学のために単身で居住している場合で、間借、学生マンション、親戚・知人宅を含みます。）

（プルダウンリスト（都道府県+海外）） （プルダウンリスト（都道府県+海外））

（７-３）あなたは定職に就いて
いますか

（１）在籍している課程について
※必須

（７-２）配偶者の有無について

（５）片道の通学時間について

令和４年度学生生活調査　（大学院）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されてい

ます。また、日本学生支援機構が学生支援の充実のために意義のある調査研究であると判断した場合、回答内容を研究機関等に提供
することがあります。どのように使用されても、あなたが回答した内容によって、あなた個人が特定されることはありません。
　学業やその他の活動でお忙しい中とは思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（２）現在の学年について
※必須

（３）学科（専攻）の系統につい
て
※必須

（４）学校の所在地について
※必須

（４） 最終ページまで回答したら、「回答確認画面」で全ての回答内容を確認できます。修正する場合は、回答ページに戻って修正し、再度、「回答
確認画面」で確認してください。

（６）性別について

（７-１）年齢について

（８）現在住んでいるところにつ
いて

（９）現在の住所について（都道
府県）

（１０）入学前の住所について
（都道府県）
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（１） 設問のうち「※必須」と表示しているものには、必ず回答のうえ次ページに進んでください。

（２） 回答は全部で５ページです。各ページ下の「次へ」で次ページに進み、「前へ」で前ページに戻ることができます。

（３） 回答は中断できます。ただし、ブラウザが履歴を残さない設定の場合、回答途中でブラウザを閉じると、それまでの回答は保存されません。

（５） 全ての確認が終わったら、「送信」することで回答が終了します。

ⅠⅠ．．ああななたた自自身身ににつついいてて

○ 修士課程（修士課程、博士前期課程、一貫制博士課程の前期２年（医・歯・薬・獣医を除く））

○ 博士課程（博士後期課程、一貫制博士課程の後期３年、一貫制博士課程（医・歯・薬・獣医））

○ 専門職学位課程（法科、教職、会計、技術経営大学院などの専門職学位の取れる大学院課程）

○ １学年 ○ ２学年 ○ ３学年 ○ ４学年

留年や休学などは数えません。一貫制博士課程の3年生の方は、博士課程の1年生と数えてください。

○ 文・外国語・国際・文化系 ○ 法・政・経・商・社系 ○ 理・工系 ○ 農系

○ 薬系 ○ 医・歯系 ○ 看護・保健系 ○ 教育・教員養成系

○ 福祉系 ○ 家政・生活系 ○ 芸術系 ○ スポーツ系

○ その他

学科（専攻）の系統の詳細はこちら（リンク）

○ 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県 ○ 大阪府・京都府・兵庫県 ○ その他の道、県

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスの所在地のある地域を選択してください。

○ ０分～１０分 ○ １１分～２０分 ○ ２１分～３０分 ○ ３１分～６０分

○ ６１分～９０分 ○ ９１分～１２０分 ○ １２１分以上

通学しているキャンパスが複数ある場合は、主に通学しているキャンパスまでの通学時間を選択してください。

○ 男　性 ○ 女　性 ○ そ　の　他

（数値入力） ○ いる ○ いない

○ 定職に就いている ○ 定職に就いていない

（７-３-１）就いている職業を選んでください

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

○ 自宅（家族と同居している場合で、持家、借家、社宅等は問いません。）

○ 学生寮（寄宿舎）（大学が借り上げている宿舎や公益法人等が経営している寄宿舎に居住している場合を含みます。）

○ 下宿・アパート・その他（修学のために単身で居住している場合で、間借、学生マンション、親戚・知人宅を含みます。）

（プルダウンリスト（都道府県+海外）） （プルダウンリスト（都道府県+海外））

（７-３）あなたは定職に就いて
いますか

（１）在籍している課程について
※必須

（７-２）配偶者の有無について

（５）片道の通学時間について

令和４年度学生生活調査　（大学院）

～学生の皆様へ（回答へのご協力のお願い）～
　この調査は、学生支援の充実を図ることを目的として実施しています。
調査結果は、国の教育政策実施のための資料として使用されるほか、学生生活に関する調査研究の基礎的資料として活用されてい

ます。また、日本学生支援機構が学生支援の充実のために意義のある調査研究であると判断した場合、回答内容を研究機関等に提供
することがあります。どのように使用されても、あなたが回答した内容によって、あなた個人が特定されることはありません。
　学業やその他の活動でお忙しい中とは思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（２）現在の学年について
※必須

（３）学科（専攻）の系統につい
て
※必須

（４）学校の所在地について
※必須

（４） 最終ページまで回答したら、「回答確認画面」で全ての回答内容を確認できます。修正する場合は、回答ページに戻って修正し、再度、「回答
確認画面」で確認してください。

（６）性別について

（７-１）年齢について

（８）現在住んでいるところにつ
いて

（９）現在の住所について（都道
府県）

（１０）入学前の住所について
（都道府県）

ⅡⅡ．．学学生生生生活活のの状状況況ににつついいてて

（１１）授業期間中の典型的な１週間（７日間）の生活時間について（（そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択））

項目

（１２）現在通っている大学について次の点で満足していますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

図書館・自習室などの学習支援施設

キャリアセンターなどでの就職・進路への支援

学習・生活面でのカウンセリング

奨学金等の経済的支援に関する情報提供

（１３）いまあなたには次のような不安や悩みがありますか((そそれれぞぞれれのの項項目目ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選択択))

項目

授業の内容についていっていない

希望の就職先や進学先へ行けるか不安だ

経済的に勉強を続けることが難しい

学内の友人関係の悩みがある

不満やや不満やや満足満足
項目

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

卒業後にやりたいことがみつからない ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

不安や悩
みが

大いにある

不安や悩
みが

少しある

不安や悩
みが

あまりない

不安や悩
みが

全くない

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

就職活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○

アルバイト・定職（TA・RAを除く） ○ ○ ○ ○

娯楽・交友 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大学外での学習、研究（語学学校、通信
講座や独学での学習などが該当しま
す。）

○

○

リサーチアシスタント（RA） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ティーチングアシスタント（TA） ○ ○ ○ ○ ○ ○

大学内での授業、研究、実習、実験（オ
ンライン授業やオンデマンド型授業の視
聴時間を含みます。）

○

○

○ ○ ○

00時時間間 11--55時時間間 66--1100時時間間 1111--1155時時間間1166--2200時時間間

○

○

○ ○

2211--2255時時間間2266--3300時時間間
3311時時間間
以以上上

○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

利用したこ
とがない

○
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○ 修学可能 ○ 修学不自由 ○ 修学継続困難 ○ 家庭からの給付はない

○ 全額を受けた ○ 半額以上全額未満を受けた ○ 半額未満を受けた

○ 申請したが不許可になった ○ 申請しなかった ○ 減免制度を知らない

○ 奨学金を受けた ○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○ 希望したが申請しなかった ○ 奨学金は必要なかった

○ 「貸与」第一種奨学金（無利子） ○ 成績基準が合わなかった

○ 「貸与」第二種奨学金（有利子） ○ 収入基準が合わなかった

○ 申請手続が複雑なのでやめた

○ 貸与のため卒業後の返還が大変なのでやめた

○ 日本学生支援機構以外の奨学金を
受けることができたのでやめた

○ その他

○ 給付奨学金を受けた ○ 貸与奨学金を受けた ○ 給付・貸与の両方を受けた

○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○ 申請しなかった

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○ 塾講師・家庭教師など ○ 事務 ○ 販売 ○ 飲食業

○ 販売・飲食業を除く軽労働 ○ 重労働・危険作業 ○ 特殊技能 ○ その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○ 授業料 ○ その他の学校納付金 ○ 修学費 ○ 課外活動費

○ 通学費 ○ 食費 ○ 住居・光熱費 ○ 保健衛生費

○ 娯楽・し好費 ○ 通信費 ○ その他の日常費 ○ 預貯金

（１４）家庭からの給付のみで
修学可能ですか（最近1年間の
経験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受け
ていますか（令令和和44年年度度前前期期分分
について）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか
（最近１年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

（１８）最近１年間にアルバイト
をしましたか（授業期間中と長
期休暇中のそれぞれについて
1つを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選
択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について
（主な理由1つを選択）
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○ 修学可能 ○ 修学不自由 ○ 修学継続困難 ○ 家庭からの給付はない

○ 全額を受けた ○ 半額以上全額未満を受けた ○ 半額未満を受けた

○ 申請したが不許可になった ○ 申請しなかった ○ 減免制度を知らない

○ 奨学金を受けた ○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった）

○ 希望したが申請しなかった ○ 奨学金は必要なかった

○ 「貸与」第一種奨学金（無利子） ○ 成績基準が合わなかった

○ 「貸与」第二種奨学金（有利子） ○ 収入基準が合わなかった

○ 申請手続が複雑なのでやめた

○ 貸与のため卒業後の返還が大変なのでやめた

○ 日本学生支援機構以外の奨学金を
受けることができたのでやめた

○ その他

○ 給付奨学金を受けた ○ 貸与奨学金を受けた ○ 給付・貸与の両方を受けた

○ 申請したが不採用になった（どの奨学金も受けられなかった） ○ 申請しなかった

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

○ まったくしなかった ○ 不定期的にした ○ 週に１～２日した ○ 週に３日以上した

（１８－１）アルバイトの従事職種について（主なもの1つを選択）

○ 塾講師・家庭教師など ○ 事務 ○ 販売 ○ 飲食業

○ 販売・飲食業を除く軽労働 ○ 重労働・危険作業 ○ 特殊技能 ○ その他

各職種の詳細はこちら（リンク）

（１８－２）アルバイト収入の主な使い道について（主な使い道1つを選択）

○ 授業料 ○ その他の学校納付金 ○ 修学費 ○ 課外活動費

○ 通学費 ○ 食費 ○ 住居・光熱費 ○ 保健衛生費

○ 娯楽・し好費 ○ 通信費 ○ その他の日常費 ○ 預貯金

（１４）家庭からの給付のみで
修学可能ですか（最近1年間の
経験から） 家庭からの給付とは、親や配偶者などから受けた支援のことです。親などが支払った授業料も含みます。

（１５）授業料減免制度を受け
ていますか（令令和和44年年度度前前期期分分
について）

（１６）日本学生支援機構の奨
学金を受けていますか（最近1
年間）

（１７）日本学生支援機構以以外外
の奨学金を受けていますか
（最近１年間）

大学、地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから受けている奨学金・奨励金、教育訓練給付制度による
給付金が該当します。

（１８）最近１年間にアルバイト
をしましたか（授業期間中と長
期休暇中のそれぞれについて
1つを選択）

【【授授業業期期間間中中】】

【【長長期期休休暇暇中中】】

受けた日本学生支援機構の奨学金の種
類について（あてはまるもの全てを選
択）

日本学生支援機構の奨学金を「申請しなかった」理由について
（主な理由1つを選択）

（１９）最近1年間の収入額・支出額について

令和3年12月～令和4年11月の1年間（令和4年度に入学した方は令和4年4月～令和5年3月の1年間）の収入額・支出額を、次のように算出して回答してください。
＜算出方法＞

・毎月の定例的な収入・支出は、最近1か月の金額×12か月
・特定時期あるいは臨時的な収入・支出は、1年間の収入・支出の実際の額又は見込額

　　※千円未満は四捨五入、収入額・支出額がない場合は「０」と回答してください。

（１９－１）最近1年間の収入額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

千万 百万 十万 万 千

家庭からの給付（親などが支払った授業料を含む） 円円

日本学生支援機構の貸与奨学金（返済が必要） 円円

日本学生支援機構以以外外の給付奨学金（返済不要） 円円

日本学生支援機構以以外外の貸与奨学金（返済が必要） 円円

日本学術振興会の研究奨励金（博士課程のみ回答） 円円

ティーチングアシスタント（TA） 円円

リサーチアシスタント（RA） 円円

アルバイト収入（TAとRAを除く） 円円

定職収入 円円

その他　(貯蓄などを取り崩した金額や借入金など） 円円

年間収入合計（ア） 円円

（１９－２）最近1年間の支出額　各項目の詳細はこちら（リンク）

前の質問の回答内容によって、金額入力不可としている項目があります。

学費 千万 百万 十万 万 千

（数値入力） 円円

（数値入力） 円円

修学費（教科書､図書代､文具購入費など） （数値入力） 円円

課外活動費（サークル活動費、自治会活動費など） （数値入力） 円円

通学費（通学定期代、ガソリン代など） （数値入力） 円円

生活費 千万 百万 十万 万 千

食費（自宅通学者は外食費のみ回答） （数値入力） 円円

住居・光熱費（自宅通学者は「0」と回答） （数値入力） 円円

保健衛生費（診療代、薬代、理容美容代など） （数値入力） 円円

娯楽・し好費（趣味、旅行など） （数値入力） 円円

通信費（携帯電話、インターネットの利用料金など） （数値入力） 円円

（数値入力） 円円

預貯金（１年間で貯蓄した額） （数値入力） 円円

学費+生活費 千万 百万 十万 万 千

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

年間収入合計（ア）＝年間支出合計（イ）となるよう金額を確認してください。

千万 百万 十万 万 千

年間収入合計（ア） （自動計算） 円円

年間支出合計（イ） （自動計算） 円円

授業料（親などが支払った授業料も含む。授業料減
免を受けた場合は減免後の額。）

その他の学校納付金（施設費、実習実験費、後援会
費など。入学金等の一時金は除く）

（数値入力）

（数値入力） 000

（数値入力） 000

000

（数値入力） 000

000

000

000

（数値入力）

（数値入力） 000

（数値入力） 000

（数値入力） 000

（数値入力）

000

000

000

000

000

000

その他の日常費（衣服代、帰省費用など上記以外の
経費）

000

000

000

000

000

000

（数値入力） 000

（自動計算） 000

000

000
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ここのの項項目目はは、、学学生生支支援援策策のの検検討討ににおおいいてて重重要要なな情情報報ととししてて使使用用さされれてていいまますす。。家家族族にによよくく確確かかめめたたううええでで、、ででききるるだだけけ正正確確にに回回答答ししててくくだだささいい。。

○ 父 ○ 母 ○ あなた自身 ○ 配偶者 ○ その他

○ 44歳以下 ○ 45～49歳 ○ 50～54歳 ○ 55～59歳 ○ 60歳以上

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

　家庭の所得の総額を、ア）主な家計支持者とイ）その他の家族の方に分けて、それぞれ回答してください。
　ただし、学校に在学する方が得た所得は除いてください。
　なお、あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の所得総額を、あなたの所得も含めて、
　回答してください。
※1万円未満は四捨五入、所得がない場合は「０」と回答してください。
所得に含めるものについてはこちら（リンク）

ア）主な家計支持者 イ）その他の方

質問は以上です。回答内容を確認してください。

あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の主な家計支持者を選択してください。

（２１）主な家計支持者の年齢
について

（２２）主な家計支持者の職業
について

（２３）あなたの家庭の最近1年
間（12か月）の所得総額（税込
額）について

（数値入力） 万円 （数値入力）

（２０）主な家計支持者につい
て

億

万円

万千万 百万 十万 万 億 千万 百万 十万

ご協力ありがとうございました。
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ⅣⅣ．．家家庭庭のの状状況況ににつついいてて

ここのの項項目目はは、、学学生生支支援援策策のの検検討討ににおおいいてて重重要要なな情情報報ととししてて使使用用さされれてていいまますす。。家家族族にによよくく確確かかめめたたううええでで、、ででききるるだだけけ正正確確にに回回答答ししててくくだだささいい。。

○ 父 ○ 母 ○ あなた自身 ○ 配偶者 ○ その他

○ 44歳以下 ○ 45～49歳 ○ 50～54歳 ○ 55～59歳 ○ 60歳以上

○ 勤労者 ○ 個人営業 ○ 法人経営・自由業

○ 農林・水産業 ○ その他

各職業の詳細はこちら（リンク）

　家庭の所得の総額を、ア）主な家計支持者とイ）その他の家族の方に分けて、それぞれ回答してください。
　ただし、学校に在学する方が得た所得は除いてください。
　なお、あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の所得総額を、あなたの所得も含めて、
　回答してください。
※1万円未満は四捨五入、所得がない場合は「０」と回答してください。
所得に含めるものについてはこちら（リンク）

ア）主な家計支持者 イ）その他の方

質問は以上です。回答内容を確認してください。

あなたが結婚などにより独立した家庭を築いている場合は、その独立した家庭の主な家計支持者を選択してください。

（２１）主な家計支持者の年齢
について

（２２）主な家計支持者の職業
について

（２３）あなたの家庭の最近1年
間（12か月）の所得総額（税込
額）について

（数値入力） 万円 （数値入力）

（２０）主な家計支持者につい
て

億

万円

万千万 百万 十万 万 億 千万 百万 十万

ご協力ありがとうございました。

大学院（回答要領） 
Ⅰ．あなた自身について
（３）学科（専攻）の系統
文・外国語・国際・文化系
法・政・経・商・社系
理・工系

農系

薬系
医・歯系
看護・保健系
教育・教員養成系
福祉系
家政・生活系
芸術系
スポーツ系
その他

Ⅲ．あなた自身の経済状況について
（１８－１）アルバイトの従事職種
塾講師・家庭教師など
事務
販売
飲食業
販売・飲食業を除く軽労働

重労働・危険作業

特殊技能
その他

（１９－１）最近１年間の収入額

家庭からの給付

日本学生支援機構の貸与奨学金

日本学生支援機構以外の給付奨学金

日本学生支援機構以外の貸与奨学金

日本学術振興会の研究奨励金

日本学生支援機構の給付奨学金「以外」の給付奨学金・奨励金を受けている方（下記①
②）は、その年額を回答してください。
①大学独自の学内奨学金など、大学から給付される奨学金を受けている方
②地方公共団体、民間の奨学金事業団体などから給付奨学金・奨励金を受けている方、教
育訓練給付制度による給付金を受けている方

日本学生支援機構の貸与奨学金「以外」の貸与制（返済が必要な）奨学金などを受けてい
る方は、その年額を回答してください。
※条件付で返還が免除される奨学金は「貸与制」ですので、こちらに回答してください。

大学院博士課程に在籍する方で、日本学術振興会から特別研究員として研究奨励金を受け
ている方は、その年額を回答してください。

清掃、警備、包装、配布、新聞配達、製造、調査、イベントスタッフなど
土木工事、重量物運搬、引越しスタッフ、倉庫整理、プレス作業、建築の現場作業、高所
の屋外作業など
通訳、翻訳、製図、プログラミング、インストラクターなど
その他上記の職種にあてはまらない職種

親や配偶者など、あなた以外の方から支援を受けた額を回答してください。小遣いや仕送
りなどの直接受け取った額と、親が支払った授業料のように、あなた以外の方が代わりに
支払った額の両方を合計してください。
※入学金等の一時金を支払うために受けた額は、除いてください。
※自宅での食費など、あなたの分を区分することが難しい場合は含めないでください。

日本学生支援機構から奨学金の貸与を受けている方は、その年額を回答してください。入
学時特別増額は含めないでください。

体育学、その他これに分類される学科および専攻
上記の分類にあてはまらない学科および専攻

塾・予備校講師、家庭教師、試験監督・採点など
一般事務、データ入力、パソコン入力事務、コールセンターなど
コンビニ・スーパー・デパート・量販店等での販売（レジ係を含む）、営業など
調理、接客、デリバリーなど

医学、歯学の各学科および専攻
看護学、上記「薬系」「医・歯系」以外の保健学に分類される学科および専攻
教育学、教員養成を目的とする各学科および専攻
社会福祉学、介護福祉学、その他これに分類される学科および専攻
家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他これに分類される学科および専攻
芸術、デザイン、音楽、その他これに分類される学科および専攻

文学、史学、哲学、教養学、外国語学、その他これに分類される学科および専攻
法学、政治学、経済学、商学、社会学、その他これに分類される学科および専攻
理学、工学、その他これに分類される学科および専攻
農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学、畜産学、水産学、その
他これに分類される学科および専攻
薬学、その他これに分類される学科および専攻
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ティーチングアシスタント（TA）

リサーチアシスタント（RA）

アルバイト収入

定職収入

その他

（１９－２）最近１年間の支出額

授業料

その他の学校納付金

修学費

課外活動費

通学費

食費

住居・光熱費

保健衛生費

娯楽・し好費

通信費

その他の日常費

預貯金

次の「定職収入」にあてはまらないもので、学費または生活費を補うために働いて得た収
入について、税込額を回答してください。

大学に雇用され、セミナーの指導、実験・実習の指導、試験の実施、学部学生の講義等を
担当し、その対価として支払われた年額を回答してください。

大学教員の研究補助者として雇用され、研究補助業務に対する対価として支払われた年額
を回答してください。

携帯電話、固定電話、インターネットの利用料金など。

臨時的ではない、安定した職業から得られた収入について、税込額を回答してください。

あなたの貯蓄などを取り崩して支出にあてた額や、あなたの資産から生ずる利子収入・配
当収入などのうちあなたの分として充当した額、あなたが奨学金以外で借り入れをして今
回調査期間中の支出に充当した額など、上記の項目に該当しない全ての収入を回答してく
ださい。新型コロナウイルス関連の給付金等（大学独自の支援金、学生支援緊急給付金、
特別定額給付金など）は、こちらに回答してください。

令和4年度分の授業料年額（親などが支払ったものも含む）。
ただし、授業料減免を受けた場合は、減免された額を引いてください。
例）授業料が年額60万円で、半額の減免を受けた場合は、30万円と回答。

授業料以外に学校に納めなければならない令和4年度分の経費（施設費、実験実習費、後援
会費など）。入学金等の一時金は除いてください。

上記のほかに、勉学のために支出した経費。
例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・外食した時の経費のみ。
自宅外通学者・・・外食、自炊の費用、食事付きの寮等で食費として支払う額の合計。
※間食、酒などのし好品は「娯楽・し好費」に回答

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。

衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。
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ティーチングアシスタント（TA）

リサーチアシスタント（RA）

アルバイト収入

定職収入

その他

（１９－２）最近１年間の支出額
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通信費

その他の日常費

預貯金
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を回答してください。
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臨時的ではない、安定した職業から得られた収入について、税込額を回答してください。

あなたの貯蓄などを取り崩して支出にあてた額や、あなたの資産から生ずる利子収入・配
当収入などのうちあなたの分として充当した額、あなたが奨学金以外で借り入れをして今
回調査期間中の支出に充当した額など、上記の項目に該当しない全ての収入を回答してく
ださい。新型コロナウイルス関連の給付金等（大学独自の支援金、学生支援緊急給付金、
特別定額給付金など）は、こちらに回答してください。

令和4年度分の授業料年額（親などが支払ったものも含む）。
ただし、授業料減免を受けた場合は、減免された額を引いてください。
例）授業料が年額60万円で、半額の減免を受けた場合は、30万円と回答。

授業料以外に学校に納めなければならない令和4年度分の経費（施設費、実験実習費、後援
会費など）。入学金等の一時金は除いてください。

上記のほかに、勉学のために支出した経費。
例）教科書・参考図書・実習材料・文具類の購入費・実習旅行費・実習を受けるため加入
した保険料など

サークル活動や自治会活動など課外活動に支出した経費。
例）サークル会費・合宿費・遠征費・用具購入費・自治会費など

通学に要する経費。通学定期券代のほか、自転車、バイクや自動車などのガソリン代、維
持費なども含みます。

自宅通学者・・・外食した時の経費のみ。
自宅外通学者・・・外食、自炊の費用、食事付きの寮等で食費として支払う額の合計。
※間食、酒などのし好品は「娯楽・し好費」に回答

自宅通学者・・・「0」と回答してください。
自宅外通学者・・・家賃（管理費、共益費など含む）、光熱水費、暖房費などの合計額。
食事付きの寮等で食費を含めて支払っている場合は、食費を除き、住居・光熱費のみを算
定して回答してください。

診療代・薬代・理容美容代・化粧品代・銭湯代など。

趣味、旅行、レクリエーションなどの費用および酒、タバコ、間食代など。

衣服代、帰省のための交通費、社会保険料（年金等）など、上記に含まれない日常的な経
費すべて。

１年間で貯蓄した額。残高ではありません。

Ⅳ．家庭の状況について
（７－３－１）あなた自身の職業について　（２２）主な家計支持者の職業について

職業区分 代表例 基準 詳細例

１.勤労者
会社員
公務員

民間の会社、商店、病院、学校、工場などや官公庁
または官公立の病院、学校などに勤め、事務的、技
術的または管理的な仕事、および肉体・技能労働に
従事している者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

総務・人事・企画・広報などの一般事務員、営業、
外交員、SE、プログラマー、販売店員、調理人、配
膳人、清掃員、勤務医、看護師、薬剤師、学校長、
教員、研究者、塾講師、図書館司書、保健師、検察
官、裁判官、警察官、消防士、自衛官、駅長、電車
運転士、車掌、自動車運転手、船員、工場長、新聞
記者、機械技術者、電気技術者、配達員、守衛、警
備員など

２.個人営業
商人
職人
個人経営者

独立して商品の製造、加工、販売またはサービスを
提供する業主、および独立して個人組織で商業、工
業、サービス業などを経営してその企画管理に従事
する者。
ただし、「３」の法人経営者に分類される者は除
く。

商店主、飲食店主、理髪店主、工場主、大工、植木
職、アパート等不動産経営者、個人タクシー運転
手、個人トラック運転手、行商など

会社役員
市町村長
議員

法人組織（株式会社・有限会社など）で、家族でな
い使用人５人以上を雇用する会社、団体などの役
員、国・地方公共団体で役員に相当する者、および
議会議員。
なお、「１」の勤労者に分類される者でも、程度の
高い企画管理、行政事務または監督事務に従事する
者は含める。

社長、会長、会社役員、取締役、監査役、理事、銀
行頭取、相談役、政務官、事務次官、局長、裁判所
長官、教育委員長、知事、副知事、区長、市町村
長、副市長、国務大臣、副大臣、国会議員、地方公
共団体議会議員など

開業医
弁護士
芸術家
スポーツ選手

個人で自分の専門の技能や知識を内容とする仕事に
従事する者。
ただし、｢１｣の勤労者に分類される者は除く。

開業医、弁護士、司法書士、公認会計士、税理士、
助産師、マッサージ師、僧侶、神職、作家、漫画
家、画家、作曲家、評論家、コンサルタント、芸能
人（歌手、俳優など）、モデル、職業スポーツ家
（野球選手、競輪選手、力士など）など

４.農林・水産業
農業・林業・
海水産業従事者

独立して農作物の栽培・収穫、養蚕・家畜・家き
ん・その他の動物の飼育、林木の育成・伐採・搬
出、水産動植物採取・養殖などの仕事に従事してい
る者。

農耕作業者、養蚕作業者、養畜作業者、伐木者、育
林作業者、漁船要員、漁労作業者、海藻・貝採取作
業者、水産養殖作業者など

その他 「１」～「４」のいずれの職業区分にもあてはまら
ない者。

「１」～「４」のいずれの職業詳細例にもあてはま
らない者。

無職 職業のない者。 年金生活者、失業者、主婦など。

（２３）家庭の所得に含めるもの

事業所得

給与所得

資産所得

その他の所得

利子所得、配当所得、不動産所得など、資産から生ずる所得です。

恩給、年金、家庭の内職収入および世帯員以外の者からの経済的援助などの合計額です。（退職金、財産
売却、相続などのため、臨時的に得た収入および借入金は含めないでください。新型コロナウイルス関連
で臨時的に得た給付金や助成金等も、含めないでください。）

３.法人経営・
自由業

５.その他

個人が経営する農業・漁業・製造業・卸売業・小売業・サービス業などから生ずる所得で、その年の総収
入から事業経営に必要な経費を控除した額です。 （農業、小売業などで生産品または商品を自家消費し
た場合は、時価に換算した見積額を所得に加算してください。）

俸給、給料、賃金、歳費、賞与など、労務または役務の対価として受けた所得です。
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国 立 598,600 円 861,900 円 1,460,500 円 864,200 円 59.2 ％ 8,470 千円 10.2 ％

公 立 583,000 753,400 1,336,400 718,000 53.7 7,140 10.1

私 立 1,308,100 631,500 1,939,600 1,175,200 60.6 8,640 13.6

平 均 1,147,300 677,400 1,824,700 1,096,900 60.1 8,530 12.9

国 立 ・・・ 円 ・・・ 円 ・・・ 円 ・・・ 円 ・・・ ％ ・・・ 千円 ・・・ ％

公 立 426,200 562,100 988,300 471,600 47.7 5,760 8.2

私 立 1,034,900 485,100 1,520,000 810,500 53.3 6,420 12.6

平 均 1,003,200 489,200 1,492,400 792,900 53.1 6,380 12.4

短
期
大
学
昼
間
部

学費 生活費 計

年間学生生
活費に対す
る家庭から
の給付額の

割合

年間学生生活費

家庭からの
給付額

（a） （b） （b/a×100)

区分

大
学
学
部
昼
間
部

（b/c×100)（c）

家庭の年間
平均収入

家庭の年間
平均収入に
対する家庭
からの給付
額の割合

第 1 表 令和 4 年度学生生活費 

《資料３》過去 10年間の学生生活費 

－学生生活調査結果から－ 

（１） 大学学部昼間部・短期大学昼間部 
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《資料３》過去 10年間の学生生活費 

－学生生活調査結果から－ 

（１） 大学学部昼間部・短期大学昼間部 

 

 

（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (96) (95) (95) (88) (89)

673,700 647,700 642,500 637,700 592,000 598,600

(100) (96) (98) (99) (94) (97)

890,200 851,700 869,200 885,500 839,800 861,900

(100) (96) (97) (97) (92) (93)

1,563,900 1,499,400 1,511,700 1,523,200 1,431,800 1,460,500

(100) (98) (97) (98) (89) (85)

682,100 666,300 661,300 666,700 605,000 583,000

(100) (96) (97) (97) (97) (95)

790,100 756,600 770,100 768,000 767,900 753,400

(100) (97) (97) (97) (93) (91)

1,472,200 1,422,900 1,431,400 1,434,700 1,372,900 1,336,400

(100) (103) (103) (104) (99) (99)

1,319,700 1,361,600 1,360,900 1,373,900 1,310,700 1,308,100

(100) (94) (98) (100) (94) (96)

657,500 616,600 643,000 659,700 617,900 631,500

(100) (100) (101) (103) (98) (98)

1,977,200 1,978,200 2,003,900 2,033,600 1,928,600 1,939,600

(100) (102) (102) (103) (98) (98)

1,175,500 1,195,300 1,193,400 1,208,800 1,148,700 1,147,300

(100) (95) (98) (100) (94) (96)

704,600 666,800 690,800 704,700 664,300 677,400

(100) (99) (100) (102) (96) (97)

1,880,100 1,862,100 1,884,200 1,913,500 1,813,000 1,824,700

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

(100) (99) (99) (97) (92) (81)

524,400 517,700 519,200 510,400 484,300 426,200

(100) (86) (91) (93) (94) (87)

644,700 556,900 589,100 599,400 605,400 562,100

(100) (92) (95) (95) (93) (85)

1,169,100 1,074,600 1,108,300 1,109,800 1,089,700 988,300

(100) (101) (100) (100) (97) (92)

1,122,500 1,136,300 1,120,700 1,121,900 1,092,600 1,034,900

(100) (85) (89) (96) (88) (87)

555,400 472,200 493,200 534,400 488,300 485,100

(100) (96) (96) (99) (94) (91)

1,677,900 1,608,500 1,613,900 1,656,300 1,580,900 1,520,000

(100) (101) (100) (100) (97) (92)

1,091,900 1,104,000 1,089,300 1,089,800 1,061,700 1,003,200

(100) (85) (89) (96) (88) (87)

559,900 476,500 498,000 537,800 494,200 489,200

(100) (96) (96) (99) (94) (90)

1,651,800 1,580,500 1,587,300 1,627,600 1,555,900 1,492,400

100.0 100.2 97.7 100.5 96.0 102.1

100.0 103.8 104.0 105.5 105.8 109.3

(注)1．(　　）内，家計消費支出指数，消費者物価指数は，平成24年度を100とした指数である。

 　  2．家計消費支出指数及び消費者物価指数は総務省家計調査の結果等より算出。

   　 　　　　　　　    年度
　   区分

家計消費支出指数（年度）

消費者物価指数（年度）

平
 

均

学 　費

生活費

計

私
 

立

学 　費

生活費

計

大
学
学
部
昼
間
部

短
期
大
学
昼
間
部

国
 

立

学　 費

生活費

計

公
 

立

学　 費

生活費

国
 

立

学 　費

生活費

計

公
 

立

平
 

均

計

学 　費

生活費

計

学 　費

生活費

計

私
 

立

学 　費

生活費

計

第 2 表 設置者別学生生活費の推移 
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（単位：％）

平成24→26 26→28 28→30 30→令和2 2→4

1.7 △ 0.2 1.3 △ 5.0 △ 0.1

△ 5.4 3.6 2.0 △ 5.7 2.0

△ 1.0 1.2 1.6 △ 5.3 0.6

国　立 △ 4.1 0.8 0.8 △ 6.0 2.0

公　立 △ 3.3 0.6 0.2 △ 4.3 △ 2.7

私　立 0.1 1.3 1.5 △ 5.2 0.6

1.1 △ 1.3 0.0 △ 2.6 △ 5.5

△ 14.9 4.5 8.0 △ 8.1 △ 1.0

△ 4.3 0.4 2.5 △ 4.4 △ 4.1

国　立 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

公　立 △ 8.1 3.1 0.1 △ 1.8 △ 9.3

私　立 △ 4.1 0.3 2.6 △ 4.6 △ 3.9

学 生 生 活 費

　　　　　　　 年度
　区分

大
学
学
部
昼
間
部

学             費

生     活     費

短
期
大
学
昼
間
部

学　　     　　費

生     活     費

学 生 生 活 費

平成24 令和4

円 円 円 円 円 円 千円 千円

学生生活費（A） 1,595,000 1,536,300 1,550,200 1,570,800 1,486,400 1,529,300 7,800 8,470

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　   　×100 33.6% 34.9% 34.6% 34.1% 36.0% 35.0% 6.9% 6.3%

学生生活費（C） 1,860,667 1,800,384 1,830,435 1,878,346 1,814,805 1,896,980 8,230 8,640

授業料（D） 859,367 864,384 877,735 904,146 927,705 945,074 859 945

　   　×100 46.2% 48.0% 48.0% 48.1% 51.1% 49.8% 10.4% 10.9%

格
差

私 立（D）
国 立（B）

1.6 1.6 1.6 1.7 1.7 1.8 1.6 1.8

(注)1．

2．

学生生活費は学生生活調査を基本にし，授業料は，新入学生に係るものに置き換えて作成したものであるので，第2表の年間
学生生活費とは一致しない。なお，私立大学授業料は文部科学省高等教育局の「初年度学生納付金の調査結果」を利用し
ているが，当該調査は令和3年度より隔年実施となっているため，令和4年度の授業料は令和3年度と令和5年度の調査結果
から算出した推計値である。また，国立大学授業料は文部科学省令の定める標準額である。

 「家計収入に対する授業料の割合」欄における上段は家計収入，中段は授業料である。

4

家計収入に対する
授業料の割合

国
　
立

私
　
立

　　　　　　　　　　　年度
　区分

平成24 26 28 30 令和2

(B)
(A)

(D)
(C)

第 3 表 学生生活費の伸び率の推移 

第 4 表 学生生活費に占める授業料の割合（大学学部昼間部） 

第第44表表　　学学生生生生活活費費にに占占めめるる授授業業料料のの割割合合

平成24 令和4

円 円 円 円 円 円 千円 千円

学生生活費（A） 1,595,000 1,536,300 1,550,200 1,570,800 1,486,400 1,529,300 7,800 8,470

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　   　×100 33.6% 34.9% 34.6% 34.1% 36.0% 35.0% 6.9% 6.3%

学生生活費（C） 1,860,667 1,800,384 1,830,435 1,878,346 1,814,805 1,896,980 8,230 8,640

授業料（D） 859,367 864,384 877,735 904,146 927,705 945,074 859 945

　   　×100 46.2% 48.0% 48.0% 48.1% 51.1% 49.8% 10.4% 10.9%

格
差

私 立（D）
国 立（B）

1.6 1.6 1.6 1.7 1.7 1.8 1.6 1.8

(注)1．

2．

　　　　

   

学生生活費は学生生活調査を基本にし，授業料は，新入学生に係るものに置き換えて作成したものであるので，第2表の年間
学生生活費とは一致しない。なお，私立大学授業料は文部科学省高等教育局の「初年度学生納付金の調査結果」を利用し
ているが，当該調査は令和3年度より隔年実施となっているため，令和4年度の授業料は令和3年度と令和5年度の調査結果
をもとに算出した推計値である。また，国立大学授業料は文部科学省令の定める標準額である。

 「家計収入に対する授業料の割合」欄における上段は家計収入，中段は授業料である。

4

家計収入に対する
授業料の割合

国
　
立

私
　
立

　　　　　　　　　　　年度
　区分

平成24 26 28 30 令和2

(B)
(A)

(D)
(C)
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（単位：％）

平成24→26 26→28 28→30 30→令和2 2→4

1.7 △ 0.2 1.3 △ 5.0 △ 0.1

△ 5.4 3.6 2.0 △ 5.7 2.0

△ 1.0 1.2 1.6 △ 5.3 0.6

国　立 △ 4.1 0.8 0.8 △ 6.0 2.0

公　立 △ 3.3 0.6 0.2 △ 4.3 △ 2.7

私　立 0.1 1.3 1.5 △ 5.2 0.6

1.1 △ 1.3 0.0 △ 2.6 △ 5.5

△ 14.9 4.5 8.0 △ 8.1 △ 1.0

△ 4.3 0.4 2.5 △ 4.4 △ 4.1

国　立 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

公　立 △ 8.1 3.1 0.1 △ 1.8 △ 9.3

私　立 △ 4.1 0.3 2.6 △ 4.6 △ 3.9

学 生 生 活 費

　　　　　　　 年度
　区分

大
学
学
部
昼
間
部

学             費

生     活     費

短
期
大
学
昼
間
部

学　　     　　費

生     活     費

学 生 生 活 費

平成24 令和4

円 円 円 円 円 円 千円 千円

学生生活費（A） 1,595,000 1,536,300 1,550,200 1,570,800 1,486,400 1,529,300 7,800 8,470

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　   　×100 33.6% 34.9% 34.6% 34.1% 36.0% 35.0% 6.9% 6.3%

学生生活費（C） 1,860,667 1,800,384 1,830,435 1,878,346 1,814,805 1,896,980 8,230 8,640

授業料（D） 859,367 864,384 877,735 904,146 927,705 945,074 859 945

　   　×100 46.2% 48.0% 48.0% 48.1% 51.1% 49.8% 10.4% 10.9%

格
差

私 立（D）
国 立（B）

1.6 1.6 1.6 1.7 1.7 1.8 1.6 1.8

(注)1．

2．

学生生活費は学生生活調査を基本にし，授業料は，新入学生に係るものに置き換えて作成したものであるので，第2表の年間
学生生活費とは一致しない。なお，私立大学授業料は文部科学省高等教育局の「初年度学生納付金の調査結果」を利用し
ているが，当該調査は令和3年度より隔年実施となっているため，令和4年度の授業料は令和3年度と令和5年度の調査結果
から算出した推計値である。また，国立大学授業料は文部科学省令の定める標準額である。

 「家計収入に対する授業料の割合」欄における上段は家計収入，中段は授業料である。

4

家計収入に対する
授業料の割合

国
　
立

私
　
立

　　　　　　　　　　　年度
　区分

平成24 26 28 30 令和2

(B)
(A)

(D)
(C)

第 3 表 学生生活費の伸び率の推移 

第 4 表 学生生活費に占める授業料の割合（大学学部昼間部） 

 

 

 

 

 

（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (103) (101) (103) (98) (98) 

1,245,900 1,279,100 1,254,400 1,279,900 1,215,000 1,218,400

(100) (92) (95) (100) (89) (98) 

434,200 398,000 412,800 434,100 386,500 424,300

(100) (100) (99) (102) (95) (98) 

1,680,100 1,677,100 1,667,200 1,714,000 1,601,500 1,642,700

(100) (103) (111) (108) (107) (97) 

1,033,600 1,066,900 1,146,600 1,113,000 1,108,500 1,002,700

(100) (99) (103) (107) (100) (101) 

831,300 821,300 856,500 888,400 834,700 836,900

(100) (101) (107) (107) (104) (99) 

1,864,900 1,888,200 2,003,100 2,001,400 1,943,200 1,839,600

(100) (100) (101) (102) (96) (97) 

1,090,100 1,090,900 1,105,900 1,109,600 1,042,600 1,052,200

(100) (95) (100) (101) (101) (98) 

1,095,000 1,039,000 1,095,100 1,111,400 1,108,400 1,071,800

(100) (97) (101) (102) (98) (97) 

2,185,100 2,129,900 2,201,000 2,221,000 2,151,000 2,124,000

(100) (101) (99) (99) (96) (92) 

1,133,600 1,143,900 1,121,100 1,122,400 1,091,900 1,041,300

(100) (85) (89) (95) (89) (89) 

405,900 345,500 359,900 387,500 359,700 362,000

(100) (97) (96) (98) (94) (91) 

1,539,500 1,489,400 1,481,000 1,509,900 1,451,600 1,403,300

(100) (98) (107) (101) (98) (94) 

991,200 969,400 1,061,000 999,700 975,000 936,000

(100) (87) (92) (101) (95) (97) 

858,800 745,900 790,700 868,800 815,800 833,700

(100) (93) (100) (101) (97) (96) 

1,850,000 1,715,300 1,851,700 1,868,500 1,790,800 1,769,700

(100) (102) (100) (102) (98) (90) 

977,900 994,300 975,000 997,200 956,000 877,800

(100) (89) (93) (99) (99) (88) 

1,003,000 890,300 934,900 992,500 989,000 881,100

(100) (95) (96) (100) (98) (89) 

1,980,900 1,884,600 1,909,900 1,989,700 1,945,000 1,758,900

(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。

　　　　　　 年度
　区分

学　 費

生活費

計

自
　
宅

学　 費

生活費

計
大
学
学
部
昼
間
部

ア
パ
ー

ト
等

学 　費

生活費

計

学
　
寮

短
期
大
学
昼
間
部

自
　
宅

学　 費

生活費

計

学
　
寮

学 　費

生活費

計

ア
パ
ー

ト
等

学 　費

生活費

計

平成24 26 28 30 令和2 4

自　 宅 100     100     100     100     100     100     

大学学部昼間部 学　 寮 111     113     120     117     121     112     

アパート等 130     127     132     130     134     129     

自 　宅 100     100     100     100     100     100     

短期大学昼間部 学 　寮 120     115     125     124     123     126     

アパート等 129     127     129     132     134     125     

(注)自宅を100とする。

　　　　　　　　　　　　　年度
　　区分

第 5 表 居住形態別学生生活費の推移 

第 6 表 居住形態別学生生活費の指数 
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（単位：％）

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

国 立 33.3 31.3 31.9 33.8 35.7 32.3 5.5 5.7 5.9 6.5 6.2 7.3 61.2 63.0 62.1 59.7 58.1 60.4

公 立 42.3 39.4 40.1 43.8 43.7 41.0 2.3 3.1 3.7 2.9 3.3 3.7 55.4 57.5 56.2 53.3 53.0 55.2

私 立 63.0 63.3 64.7 64.5 65.2 66.0 5.8 5.7 5.1 6.1 7.2 5.4 31.2 31.1 30.2 29.4 27.6 28.6

平 均 56.8 56.5 57.8 58.2 59.2 59.1 5.6 5.5 5.2 6.0 6.8 5.7 37.6 38.0 37.0 35.7 34.0 35.2

国 立 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

公 立 44.6 44.8 45.7 47.4 50.9 46.7 5.9 6.5 7.9 7.0 7.0 7.3 49.4 48.7 46.4 45.6 42.0 46.1

私 立 74.1 75.9 75.8 75.3 78.6 76.7 6.6 6.0 6.7 6.4 5.0 4.3 19.3 18.0 17.5 18.3 16.3 19.1

平 均 72.6 74.4 74.3 73.9 77.3 75.1 6.5 6.0 6.8 6.4 5.1 4.4 20.9 19.6 18.9 19.7 17.6 20.5

（注）年度ごとの自宅・学寮・アパート等の内訳の合計は100％となっている。

自　宅 学　寮 アパート等

短
期
大
学
昼
間
部

居住形態

　　   　年度
 区分

大
学
学
部
昼
間
部

（単位：円）

平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4

(101) (105) (103) (100)

1,815,000 1,824,400 2,063,900 2,168,500 2,533,300 2,600,100 2,042,900 2,033,500

(96) (90) (100) (97)

1,686,600 1,623,300 1,942,100 1,747,500 2,269,200 2,272,500 1,882,900 1,821,000

(97) (101) (97) (97)

1,539,800 1,494,300 1,695,000 1,711,000 1,990,300 1,930,500 1,754,100 1,699,200

(98) (99) (97) (97)

1,680,100 1,642,700 1,864,900 1,839,600 2,185,100 2,124,000 1,880,100 1,824,700

(94) (102) (87) (91)

1,639,500 1,546,700 1,969,900 2,006,500 2,343,700 2,041,900 1,774,500 1,622,000

(88) (114) (91) (89)

1,624,900 1,432,400 1,748,000 1,996,300 2,039,600 1,860,200 1,712,900 1,528,100

(91) (92) (91) (91)

1,475,500 1,342,900 1,836,100 1,693,200 1,868,600 1,692,300 1,590,600 1,443,200

(91) (96) (89) (90)

1,539,500 1,403,300 1,850,000 1,769,700 1,980,900 1,758,900 1,651,800 1,492,400

(注)1．「東京圏」とは，東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県をいう。

 　  2．「京阪神」とは，京都府・大阪府・兵庫県をいう。

 　  3．(　　）は，平成24年度を100とした指数である。

平 均

東京圏

自 宅

全　国

学 寮

京阪神

　　　　　年度
 区分

ア パ ー ト 等居住形態

大
学
学
部
昼
間
部

その他

短
期
大
学
昼
間
部

東京圏

京阪神

その他

全　国

第 7 表 居住形態別学生数（百分比） 

第 8 表 居住形態別・地域別学生生活費の比較 
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（単位：％）

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

国 立 33.3 31.3 31.9 33.8 35.7 32.3 5.5 5.7 5.9 6.5 6.2 7.3 61.2 63.0 62.1 59.7 58.1 60.4

公 立 42.3 39.4 40.1 43.8 43.7 41.0 2.3 3.1 3.7 2.9 3.3 3.7 55.4 57.5 56.2 53.3 53.0 55.2

私 立 63.0 63.3 64.7 64.5 65.2 66.0 5.8 5.7 5.1 6.1 7.2 5.4 31.2 31.1 30.2 29.4 27.6 28.6

平 均 56.8 56.5 57.8 58.2 59.2 59.1 5.6 5.5 5.2 6.0 6.8 5.7 37.6 38.0 37.0 35.7 34.0 35.2

国 立 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

公 立 44.6 44.8 45.7 47.4 50.9 46.7 5.9 6.5 7.9 7.0 7.0 7.3 49.4 48.7 46.4 45.6 42.0 46.1

私 立 74.1 75.9 75.8 75.3 78.6 76.7 6.6 6.0 6.7 6.4 5.0 4.3 19.3 18.0 17.5 18.3 16.3 19.1

平 均 72.6 74.4 74.3 73.9 77.3 75.1 6.5 6.0 6.8 6.4 5.1 4.4 20.9 19.6 18.9 19.7 17.6 20.5

（注）年度ごとの自宅・学寮・アパート等の内訳の合計は100％となっている。

自　宅 学　寮 アパート等

短
期
大
学
昼
間
部

居住形態

　　   　年度
 区分

大
学
学
部
昼
間
部

（単位：円）

平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4

(101) (105) (103) (100)

1,815,000 1,824,400 2,063,900 2,168,500 2,533,300 2,600,100 2,042,900 2,033,500

(96) (90) (100) (97)

1,686,600 1,623,300 1,942,100 1,747,500 2,269,200 2,272,500 1,882,900 1,821,000

(97) (101) (97) (97)

1,539,800 1,494,300 1,695,000 1,711,000 1,990,300 1,930,500 1,754,100 1,699,200

(98) (99) (97) (97)

1,680,100 1,642,700 1,864,900 1,839,600 2,185,100 2,124,000 1,880,100 1,824,700

(94) (102) (87) (91)

1,639,500 1,546,700 1,969,900 2,006,500 2,343,700 2,041,900 1,774,500 1,622,000

(88) (114) (91) (89)

1,624,900 1,432,400 1,748,000 1,996,300 2,039,600 1,860,200 1,712,900 1,528,100

(91) (92) (91) (91)

1,475,500 1,342,900 1,836,100 1,693,200 1,868,600 1,692,300 1,590,600 1,443,200

(91) (96) (89) (90)

1,539,500 1,403,300 1,850,000 1,769,700 1,980,900 1,758,900 1,651,800 1,492,400

(注)1．「東京圏」とは，東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県をいう。

 　  2．「京阪神」とは，京都府・大阪府・兵庫県をいう。

 　  3．(　　）は，平成24年度を100とした指数である。

平 均

東京圏

自 宅

全　国

学 寮

京阪神

　　　　　年度
 区分

ア パ ー ト 等居住形態

大
学
学
部
昼
間
部

その他

短
期
大
学
昼
間
部

東京圏

京阪神

その他

全　国

第 7 表 居住形態別学生数（百分比） 

第 8 表 居住形態別・地域別学生生活費の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100)  (108)  (108)  (109)  (110)  (109)  
7,800  8,390  8,410  8,540  8,560  8,470  
(100)  (100)  (99)  (102)  (99)  (97)  
7,360  7,330  7,300  7,500  7,250  7,140  
(100)  (100)  (101)  (106)  (102)  (105)  
8,230  8,260  8,340  8,710  8,380  8,640  
(100)  (101)  (102)  (106)  (103)  (105)  
8,120  8,240  8,300  8,620  8,350  8,530  

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
(100)  (103)  (106)  (107)  (112)  (103)  
5,610  5,790  5,940  6,010  6,290  5,760  
(100)  (104)  (97)  (101)  (101)  (101)  
6,370  6,620  6,200  6,420  6,440  6,420  
(100)  (104)  (98)  (101)  (102)  (101)  
6,330  6,580  6,190  6,400  6,440  6,380  

(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。

短
期
大
学
昼
間
部

国 立

公 立

私 立

平 均

国 立

　　　　　　　 年度
　区分

平 均

大
学
学
部
昼
間
部

公 立

私 立

（単位：％）

五分位

階層 国　立 公　立 私　立 平　均

Ⅰ 5,064,000円未満 23.7 30.3 27.7 27.1

Ⅱ 5,064,000円以上～6,674,000円未満 13.7 16.5 15.5 15.2

Ⅲ 6,674,000円以上～8,092,000円未満 18.0 19.6 17.8 17.9

Ⅳ 8,092,000円以上～10,092,000円未満 20.4 17.6 19.4 19.5

Ⅴ 10,092,000円以上 24.2 15.9 19.7 20.3

Ⅰ 5,121,000円未満 23.0 28.3 24.4 24.4

Ⅱ 5,121,000円以上～6,810,000円未満 13.9 18.5 15.9 15.7

Ⅲ 6,810,000円以上～8,487,000円未満 19.3 18.0 19.1 19.1

Ⅳ 8,487,000円以上～10,815,000円未満 22.0 19.2 21.0 21.0

Ⅴ 10,815,000円以上 21.7 15.9 19.6 19.8

Ⅰ 5,330,000円未満 24.8 31.5 27.6 27.4

Ⅱ 5,330,000円以上～7,076,000円未満 18.1 19.0 19.8 19.5

Ⅲ 7,076,000円以上～8,649,000円未満 17.0 17.0 15.4 15.7

Ⅳ 8,649,000円以上～10,991,000円未満 19.3 17.9 19.2 19.1

Ⅴ 10,991,000円以上 20.8 14.6 18.0 18.3

Ⅰ 5,363,000円未満 29.6 37.8 34.7 34.1

Ⅱ 5,363,000円以上～7,020,000円未満 15.5 18.9 18.1 17.7

Ⅲ 7,020,000円以上～8,549,000円未満 14.8 13.6 13.3 13.5

Ⅳ 8,549,000円以上～11,011,000円未満 21.9 18.9 19.5 19.9

Ⅴ 11,011,000円以上 18.2 10.7 14.4 14.8

4

年
度

家庭の年間収入額
学 生 数

平
成
28

30

令
和
2

第 9 表 家庭の年間平均収入 

第 10 表 家庭の年間収入階層別学生数の割合（大学学部昼間部） 
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(64.6%)  (64.1%)  (62.7%)  (62.5%)  (63.1%)  (60.1%)  

1,215,200  1,193,800  1,180,700  1,196,600  1,144,700  1,096,900  

(21.7%)  (21.5%)  (20.4%)  (18.8%)  (20.6%)  (22.3%)  

408,500  400,000  385,300  359,600  373,200  407,600  

(17.2%)  (17.3%)  (18.9%)  (21.0%)  (20.2%)  (20.6%)  

322,600  321,800  356,100  401,500  366,500  375,900  

(2.7%)  (3.0%)  (2.3%)  (2.3%)  (2.4%)  (4.8%)  

51,000  55,800  43,800  43,600  43,200  87,000  

学 生 生 活 費 1,880,100  1,862,100  1,884,200  1,913,500  1,813,000  1,824,700  

(59.9%)  (58.9%)  (57.6%)  (54.9%)  (54.4%)  (53.1%)  

989,900  931,300  913,900  893,100  846,000  792,900  

(26.2%)  (25.5%)  (24.4%)  (26.6%)  (28.0%)  (30.4%)  

433,000  402,500  387,500  433,200  435,000  453,800  

(15.2%)  (16.6%)  (18.7%)  (20.8%)  (19.3%)  (20.9%)  

251,200  261,900  297,200  338,800  300,100  311,600  

(5.3%)  (5.3%)  (4.4%)  (3.2%)  (4.8%)  (4.2%)  

87,900  84,100  69,200  52,700  74,200  62,400  

学 生 生 活 費 1,651,800  1,580,500  1,587,300  1,627,600  1,555,900  1,492,400  

(注)

 　 

 (　　）は，学生生活費に対するそれぞれの割合を示す。なお，収支が一致しない場合があるため必ずしも
合計が100％とならない。

家庭からの給付

　　　　　　　　 年度
　区分

定 職 ・ そ の 他

奨 学 金

アルバイト 収入

大
学
学
部
昼
間
部

家庭からの給付

奨 学 金

アルバイト 収入

定 職 ・ そ の 他

短
期
大
学
昼
間
部

第 11 表 学生生活費に対する家庭からの給付等の額・比率 
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(64.6%)  (64.1%)  (62.7%)  (62.5%)  (63.1%)  (60.1%)  

1,215,200  1,193,800  1,180,700  1,196,600  1,144,700  1,096,900  

(21.7%)  (21.5%)  (20.4%)  (18.8%)  (20.6%)  (22.3%)  

408,500  400,000  385,300  359,600  373,200  407,600  

(17.2%)  (17.3%)  (18.9%)  (21.0%)  (20.2%)  (20.6%)  

322,600  321,800  356,100  401,500  366,500  375,900  

(2.7%)  (3.0%)  (2.3%)  (2.3%)  (2.4%)  (4.8%)  

51,000  55,800  43,800  43,600  43,200  87,000  

学 生 生 活 費 1,880,100  1,862,100  1,884,200  1,913,500  1,813,000  1,824,700  

(59.9%)  (58.9%)  (57.6%)  (54.9%)  (54.4%)  (53.1%)  

989,900  931,300  913,900  893,100  846,000  792,900  

(26.2%)  (25.5%)  (24.4%)  (26.6%)  (28.0%)  (30.4%)  

433,000  402,500  387,500  433,200  435,000  453,800  

(15.2%)  (16.6%)  (18.7%)  (20.8%)  (19.3%)  (20.9%)  

251,200  261,900  297,200  338,800  300,100  311,600  

(5.3%)  (5.3%)  (4.4%)  (3.2%)  (4.8%)  (4.2%)  

87,900  84,100  69,200  52,700  74,200  62,400  

学 生 生 活 費 1,651,800  1,580,500  1,587,300  1,627,600  1,555,900  1,492,400  

(注)

 　 

 (　　）は，学生生活費に対するそれぞれの割合を示す。なお，収支が一致しない場合があるため必ずしも
合計が100％とならない。

家庭からの給付

　　　　　　　　 年度
　区分

定 職 ・ そ の 他

奨 学 金

アルバイト 収入

大
学
学
部
昼
間
部

家庭からの給付

奨 学 金

アルバイト 収入

定 職 ・ そ の 他

短
期
大
学
昼
間
部

第 11 表 学生生活費に対する家庭からの給付等の額・比率 
 

 

 

 

 

 

 

平成24 26 28 30 令和2 4

家庭からの給付額 996,200円 951,800円 976,100円 951,800円 927,900円 864,200円 

学生生活費に対する割合 63.7% 63.5% 64.6% 62.5% 64.8% 59.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 12.8% 11.3% 11.6% 11.1% 10.8% 10.2% 

家庭からの給付額 838,000円 824,600円 806,800円 792,700円 772,000円 718,000円 

学生生活費に対する割合 56.9% 58.0% 56.4% 55.3% 56.2% 53.7% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.4% 11.2% 11.1% 10.6% 10.6% 10.1% 

家庭からの給付額 1,288,400円 1,276,400円 1,255,200円 1,279,100円 1,219,100円 1,175,200円 

学生生活費に対する割合 65.2% 64.5% 62.6% 62.9% 63.2% 60.6% 

家庭の年間収入に
対する割合 15.6% 15.5% 15.1% 14.7% 14.5% 13.6% 

家庭からの給付額 1,215,200円 1,193,800円 1,180,700円 1,196,600円 1,144,700円 1,096,900円 

学生生活費に対する割合 64.6% 64.1% 62.7% 62.5% 63.1% 60.1% 

家庭の年間収入に
対する割合 15.0% 14.5% 14.2% 13.9% 13.7% 12.9% 

家庭からの給付額 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

学生生活費に対する割合 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

家庭の年間収入に
対する割合 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

家庭からの給付額 596,800円 590,300円 575,800円 562,400円 560,600円 471,600円 

学生生活費に対する割合 51.0% 54.9% 52.0% 50.7% 51.4% 47.7% 

家庭の年間収入に
対する割合 10.6% 10.2% 9.7% 9.4% 8.9% 8.2% 

家庭からの給付額 1,011,100円 950,100円 932,500円 911,400円 861,300円 810,500円 

学生生活費に対する割合 60.3% 59.1% 57.8% 55.0% 54.5% 53.3% 

家庭の年間収入に
対する割合 15.9% 14.4% 15.0% 14.2% 13.4% 12.6% 

家庭からの給付額 989,900円 931,300円 913,900円 893,100円 846,000円 792,900円 

学生生活費に対する割合 59.9% 58.9% 57.6% 54.9% 54.4% 53.1% 

家庭の年間収入に
対する割合 15.6% 14.2% 14.8% 14.0% 13.1% 12.4% 

　　　  　　　　　　　      年度 
   区分

国

立

公

立

私

立

平

均

短
期
大
学
昼
間
部

大
学
学
部
昼
間
部

平

均

国

立

公

立

私

立

第 12 表 家庭からの給付額等の推移 
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（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

申 請 者 54.2     52.5     50.3     48.9     51.8     57.4     

受 給 者 52.5     51.3     48.9     47.5     49.6     55.0     

　受給率 96.9     97.7     97.2     97.1     95.8     95.8     

希望するが申請しなかった者 8.4     5.8     5.8     4.4     6.0     3.3     

申 請 者 54.3     53.9     53.3     56.2     59.4     63.5     

受 給 者 53.4     52.9     52.2     55.2     56.9     61.5     

　受給率 98.3     98.1     97.9     98.2     95.8     96.9     

希望するが申請しなかった者 7.5     5.5     5.7     3.1     5.0     2.5     

(注)

 　  

短
期
大
学
昼
間

部

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　区分

大
学
学
部
昼
間

部

区分欄は，学生総数に対する割合を示す。ただし，受給率は，奨学金申請者に対する受給者の割合を示し
たものである。

受給者

申請者

受給者

申請者

（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

74.0 73.2 83.6 86.1 80.7 83.8

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(45.6) (52.3) (56.9) (60.3) (60.9) (62.5)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(54.4) (47.7) (43.1) (39.7) (39.1) (37.5)

26.0 26.8 16.4 13.9 19.3 16.2

64.7 70.5 82.9 84.7 77.7 80.7

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(42.8) (52.2) (55.3) (55.5) (55.0) (63.1)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(57.2) (47.8) (44.7) (44.5) (45.0) (36.9)

35.3 29.5 17.1 15.3 22.3 19.3

(注)　「家庭からの給付のみでは修学不自由・困難」とは，家庭からの給付がない者を含む。

短
期
大
学
昼
間
部

アルバイト非従事者

　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　年度
　　　区分

大
学
学
部
昼
間
部

アルバイト従事者

内
訳

アルバイト非従事者

アルバイト従事者

内
訳

第 13 表 奨学金の希望及び受給状況 

第 14 表 アルバイトの従事状況 
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（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

申 請 者 54.2     52.5     50.3     48.9     51.8     57.4     

受 給 者 52.5     51.3     48.9     47.5     49.6     55.0     

　受給率 96.9     97.7     97.2     97.1     95.8     95.8     

希望するが申請しなかった者 8.4     5.8     5.8     4.4     6.0     3.3     

申 請 者 54.3     53.9     53.3     56.2     59.4     63.5     

受 給 者 53.4     52.9     52.2     55.2     56.9     61.5     

　受給率 98.3     98.1     97.9     98.2     95.8     96.9     

希望するが申請しなかった者 7.5     5.5     5.7     3.1     5.0     2.5     

(注)

 　  

短
期
大
学
昼
間

部

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　区分

大
学
学
部
昼
間

部

区分欄は，学生総数に対する割合を示す。ただし，受給率は，奨学金申請者に対する受給者の割合を示し
たものである。

受給者

申請者

受給者

申請者

（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

74.0 73.2 83.6 86.1 80.7 83.8

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(45.6) (52.3) (56.9) (60.3) (60.9) (62.5)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(54.4) (47.7) (43.1) (39.7) (39.1) (37.5)

26.0 26.8 16.4 13.9 19.3 16.2

64.7 70.5 82.9 84.7 77.7 80.7

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(42.8) (52.2) (55.3) (55.5) (55.0) (63.1)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(57.2) (47.8) (44.7) (44.5) (45.0) (36.9)

35.3 29.5 17.1 15.3 22.3 19.3

(注)　「家庭からの給付のみでは修学不自由・困難」とは，家庭からの給付がない者を含む。

短
期
大
学
昼
間
部

アルバイト非従事者

　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　年度
　　　区分

大
学
学
部
昼
間
部

アルバイト従事者

内
訳

アルバイト非従事者

アルバイト従事者

内
訳

第 13 表 奨学金の希望及び受給状況 

第 14 表 アルバイトの従事状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 立 584,700 円 1,035,900 円 1,620,600 円 835,000 円 51.5 ％ 8,680 千円 9.6 ％

公 立 591,800 927,000 1,518,800 626,400 41.2 6,900 9.1

私 立 1,082,900 882,600 1,965,500 886,000 45.1 8,610 10.3

平 均 755,100 976,600 1,731,700 839,000 48.4 8,540 9.8

国 立 489,000 円 1,666,000 円 2,155,000 円 199,000 円 9.2 ％ 5,880 千円 3.4 ％

公 立 639,500 1,690,000 2,329,500 229,800 9.9 6,740 3.4

私 立 874,600 1,543,900 2,418,500 399,500 16.5 9,320 4.3

平 均 590,400 1,638,000 2,228,400 249,000 11.2 6,790 3.7

国 立 685,500 円 1,036,000 円 1,721,500 円 774,200 円 45.0 ％ 7,510 千円 10.3 ％

公 立 668,000 1,117,100 1,785,100 435,400 24.4 6,820 6.4

私 立 1,366,800 1,505,300 2,872,100 796,200 27.7 7,860 10.1

平 均 998,700 1,254,200 2,252,900 775,600 34.4 7,660 10.1

区分

年間学生生活費

家庭からの
給付額

年間学生生
活費に対す
る家庭から
の給付額の

割合

家庭の年間
平均収入

家庭の年間
平均収入に
対する家庭
からの給付
額の割合

学費

（b/c×100)（b） （b/a×100) （c）

修
士
課
程

博
士
課
程

専
門
職
学
位
課
程

生活費 計

（a）

第 1 表 令和 4 年度学生生活費 

過去 10年間の学生生活費 

－学生生活調査結果から－ 

（２） 大学院 
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (98) (97) (96) (93) (94)
624,000 611,300 604,900 601,100 583,200 584,700

(100) (102) (103) (106) (105) (102)
1,013,900 1,033,600 1,040,600 1,079,500 1,065,900 1,035,900

(100) (100) (100) (103) (101) (99)
1,637,900 1,644,900 1,645,500 1,680,600 1,649,100 1,620,600

(100) (98) (98) (99) (92) (87)
676,500 661,100 660,500 672,100 620,300 591,800

(100) (107) (111) (104) (109) (104)
887,400 947,600 988,000 922,200 966,600 927,000

(100) (103) (105) (102) (101) (97)
1,563,900 1,608,700 1,648,500 1,594,300 1,586,900 1,518,800

(100) (103) (103) (104) (99) (100)
1,082,200 1,115,100 1,110,200 1,120,300 1,073,600 1,082,900

(100) (101) (106) (107) (106) (104)
846,800 856,500 897,500 904,400 896,300 882,600

(100) (102) (104) (105) (102) (102)
1,929,000 1,971,600 2,007,700 2,024,700 1,969,900 1,965,500

(100) (99) (98) (99) (95) (96)
788,100 780,400 772,500 776,700 746,900 755,100

(100) (102) (105) (107) (106) (103)
947,600 969,800 991,000 1,012,100 1,003,700 976,600

(100) (101) (102) (103) (101) (100)
1,735,700 1,750,200 1,763,500 1,788,800 1,750,600 1,731,700

(100) (98) (93) (89) (87) (76)
646,400 636,700 604,000 578,100 560,100 489,000

(100) (104) (112) (116) (115) (119)
1,404,500 1,465,900 1,569,200 1,627,100 1,616,100 1,666,000

(100) (103) (106) (108) (106) (105)
2,050,900 2,102,600 2,173,200 2,205,200 2,176,200 2,155,000

(100) (101) (93) (99) (93) (87)
731,500 736,000 682,700 724,900 681,400 639,500

(100) (108) (127) (132) (140) (123)
1,377,700 1,491,000 1,753,800 1,824,800 1,930,600 1,690,000

(100) (106) (116) (121) (124) (110)
2,109,200 2,227,000 2,436,500 2,549,700 2,612,000 2,329,500

(100) (97) (96) (96) (89) (93)
941,800 909,500 902,000 905,200 838,900 874,600

(100) (102) (110) (115) (111) (111)
1,390,800 1,415,300 1,525,600 1,600,600 1,545,700 1,543,900

(100) (100) (104) (107) (102) (104)
2,332,600 2,324,800 2,427,600 2,505,800 2,384,600 2,418,500

(100) (98) (95) (93) (88) (82)
720,600 706,900 682,100 669,600 636,400 590,400

(100) (104) (112) (116) (116) (117)
1,399,700 1,455,100 1,568,600 1,630,300 1,617,900 1,638,000

(100) (102) (106) (108) (106) (105)
2,120,300 2,162,000 2,250,700 2,299,900 2,254,300 2,228,400

(100) (92) (87) (84) (79) (82)
832,600 762,100 722,100 700,500 654,000 685,500

(100) (101) (106) (103) (101) (97)
1,071,500 1,086,300 1,137,700 1,102,500 1,087,000 1,036,000

(100) (97) (98) (95) (91) (90)
1,904,100 1,848,400 1,859,800 1,803,000 1,741,000 1,721,500

(100) (100) (101) (105) (97) (89)
747,400 744,300 752,800 781,700 721,600 668,000

(100) (121) (135) (187) (168) (119)
941,800 1,139,000 1,268,000 1,757,800 1,586,200 1,117,100

(100) (111) (120) (150) (137) (106)
1,689,200 1,883,300 2,020,800 2,539,500 2,307,800 1,785,100

(100) (104) (100) (98) (94) (100)
1,367,600 1,425,600 1,364,700 1,333,500 1,290,300 1,366,800

(100) (113) (131) (130) (131) (150)
1,006,400 1,140,500 1,318,800 1,305,100 1,313,900 1,505,300

(100) (108) (113) (111) (110) (121)
2,374,000 2,566,100 2,683,500 2,638,600 2,604,200 2,872,100

(100) (100) (93) (90) (82) (85)
1,168,600 1,167,400 1,086,500 1,052,000 960,700 998,700

(100) (109) (121) (120) (118) (122)
1,025,700 1,121,700 1,245,100 1,235,200 1,212,800 1,254,200

(100) (104) (106) (104) (99) (103)
2,194,300 2,289,100 2,331,600 2,287,200 2,173,500 2,252,900

100.0 100.2 97.7 100.5 96.0 102.1

100.0 103.8 104.0 105.5 105.8 109.3

(注)1．(　　）内，家計消費支出指数，消費者物価指数は，平成24年度を100とした指数である。

 　  2．家計消費支出指数及び消費者物価指数は総務省家計調査の結果等より算出。
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (98) (97) (96) (93) (94)
624,000 611,300 604,900 601,100 583,200 584,700

(100) (102) (103) (106) (105) (102)
1,013,900 1,033,600 1,040,600 1,079,500 1,065,900 1,035,900

(100) (100) (100) (103) (101) (99)
1,637,900 1,644,900 1,645,500 1,680,600 1,649,100 1,620,600

(100) (98) (98) (99) (92) (87)
676,500 661,100 660,500 672,100 620,300 591,800

(100) (107) (111) (104) (109) (104)
887,400 947,600 988,000 922,200 966,600 927,000

(100) (103) (105) (102) (101) (97)
1,563,900 1,608,700 1,648,500 1,594,300 1,586,900 1,518,800

(100) (103) (103) (104) (99) (100)
1,082,200 1,115,100 1,110,200 1,120,300 1,073,600 1,082,900

(100) (101) (106) (107) (106) (104)
846,800 856,500 897,500 904,400 896,300 882,600

(100) (102) (104) (105) (102) (102)
1,929,000 1,971,600 2,007,700 2,024,700 1,969,900 1,965,500

(100) (99) (98) (99) (95) (96)
788,100 780,400 772,500 776,700 746,900 755,100

(100) (102) (105) (107) (106) (103)
947,600 969,800 991,000 1,012,100 1,003,700 976,600

(100) (101) (102) (103) (101) (100)
1,735,700 1,750,200 1,763,500 1,788,800 1,750,600 1,731,700

(100) (98) (93) (89) (87) (76)
646,400 636,700 604,000 578,100 560,100 489,000

(100) (104) (112) (116) (115) (119)
1,404,500 1,465,900 1,569,200 1,627,100 1,616,100 1,666,000

(100) (103) (106) (108) (106) (105)
2,050,900 2,102,600 2,173,200 2,205,200 2,176,200 2,155,000

(100) (101) (93) (99) (93) (87)
731,500 736,000 682,700 724,900 681,400 639,500

(100) (108) (127) (132) (140) (123)
1,377,700 1,491,000 1,753,800 1,824,800 1,930,600 1,690,000

(100) (106) (116) (121) (124) (110)
2,109,200 2,227,000 2,436,500 2,549,700 2,612,000 2,329,500

(100) (97) (96) (96) (89) (93)
941,800 909,500 902,000 905,200 838,900 874,600

(100) (102) (110) (115) (111) (111)
1,390,800 1,415,300 1,525,600 1,600,600 1,545,700 1,543,900

(100) (100) (104) (107) (102) (104)
2,332,600 2,324,800 2,427,600 2,505,800 2,384,600 2,418,500

(100) (98) (95) (93) (88) (82)
720,600 706,900 682,100 669,600 636,400 590,400

(100) (104) (112) (116) (116) (117)
1,399,700 1,455,100 1,568,600 1,630,300 1,617,900 1,638,000

(100) (102) (106) (108) (106) (105)
2,120,300 2,162,000 2,250,700 2,299,900 2,254,300 2,228,400

(100) (92) (87) (84) (79) (82)
832,600 762,100 722,100 700,500 654,000 685,500

(100) (101) (106) (103) (101) (97)
1,071,500 1,086,300 1,137,700 1,102,500 1,087,000 1,036,000

(100) (97) (98) (95) (91) (90)
1,904,100 1,848,400 1,859,800 1,803,000 1,741,000 1,721,500

(100) (100) (101) (105) (97) (89)
747,400 744,300 752,800 781,700 721,600 668,000

(100) (121) (135) (187) (168) (119)
941,800 1,139,000 1,268,000 1,757,800 1,586,200 1,117,100

(100) (111) (120) (150) (137) (106)
1,689,200 1,883,300 2,020,800 2,539,500 2,307,800 1,785,100

(100) (104) (100) (98) (94) (100)
1,367,600 1,425,600 1,364,700 1,333,500 1,290,300 1,366,800

(100) (113) (131) (130) (131) (150)
1,006,400 1,140,500 1,318,800 1,305,100 1,313,900 1,505,300

(100) (108) (113) (111) (110) (121)
2,374,000 2,566,100 2,683,500 2,638,600 2,604,200 2,872,100

(100) (100) (93) (90) (82) (85)
1,168,600 1,167,400 1,086,500 1,052,000 960,700 998,700

(100) (109) (121) (120) (118) (122)
1,025,700 1,121,700 1,245,100 1,235,200 1,212,800 1,254,200

(100) (104) (106) (104) (99) (103)
2,194,300 2,289,100 2,331,600 2,287,200 2,173,500 2,252,900

100.0 100.2 97.7 100.5 96.0 102.1

100.0 103.8 104.0 105.5 105.8 109.3

(注)1．(　　）内，家計消費支出指数，消費者物価指数は，平成24年度を100とした指数である。

 　  2．家計消費支出指数及び消費者物価指数は総務省家計調査の結果等より算出。
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（単位：％）

平成24→26 26→28 28→30 30→令和2 2→4

△ 1.0 △ 1.0 0.5 △ 3.8 1.1

2.3 2.2 2.1 △ 0.8 △ 2.7

0.8 0.8 1.4 △ 2.1 △ 1.1

国　立 0.4 0.0 2.1 △ 1.9 △ 1.7

公　立 2.9 2.5 △ 3.3 △ 0.5 △ 4.3

私　立 2.2 1.8 0.8 △ 2.7 △ 0.2

△ 1.9 △ 3.5 △ 1.8 △ 5.0 △ 7.2

4.0 7.8 3.9 △ 0.8 1.2

2.0 4.1 2.2 △ 2.0 △ 1.1

国　立 2.5 3.4 1.5 △ 1.3 △ 1.0

公　立 5.6 9.4 4.6 2.4 △ 10.8

私　立 △ 0.3 4.4 3.2 △ 4.8 1.4

△ 0.1 △ 6.9 △ 3.2 △ 8.7 4.0

9.4 11.0 △ 0.8 △ 1.8 3.4

4.3 1.9 △ 1.9 △ 5.0 3.7

国　立 △ 2.9 0.6 △ 3.1 △ 3.4 △ 1.1

公　立 11.5 7.3 25.7 △ 9.1 △ 22.6

私　立 8.1 4.6 △ 1.7 △ 1.3 10.3

博
士
課
程

学　　     　　費

生     活     費

学 生 生 活 費

専
門
職
学
位
課
程

学　　     　　費

生   　活   　費

学 生 生 活 費

学 生 生 活 費

　　　　　　　 年度
　区分

修
士
課
程

学             費

生     活     費

平成24 令和4

円 円 円 円 円 円 千円 千円

学生生活費（A） 1,690,700 1,694,200 1,695,500 1,740,200 1,702,100 1,684,000 7,770 8,680

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　    　×100 31.7% 31.6% 31.6% 30.8% 31.5% 31.8% 6.9% 6.2%

学生生活費（A） 2,168,000 2,213,800 2,305,800 2,357,200 2,326,800 2,395,200 6,450 5,880

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　    　×100 24.7% 24.2% 23.2% 22.7% 23.0% 22.4% 8.3% 9.1%

学生生活費（A） 1,805,600 1,808,200 1,852,000 1,816,400 1,758,000 1,760,800 7,860 7,510

授業料（B） 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 535,800 536 536

　      ×100 29.7% 29.6% 28.9% 29.5% 30.5% 30.4% 6.8% 7.1%

(注)1．

2．

学生生活費は学生生活調査を基本にし，授業料は，新入学生に係るものに置き換えて作成したものであるので，第2表
の年間学生生活費とは一致しない。なお，授業料は文部科学省令の定める標準額である。

 「家計収入に対する授業料の割合」欄における上段は家計収入，中段は授業料である。

専
門
職
学
位
課
程

家計収入に対する
授業料の割合

修
士
課
程

博
士
課
程

           　      年度
　区分

平成24 26 28 30 令和2 4

(B)
(A)

(B)
(A)

(B)
(A)

第 3 表 学生生活費の伸び率の推移 
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (100) (99) (100) (94) (98) 

913,000 909,100 903,300 911,000 862,600 890,800

(100) (100) (103) (108) (104) (103) 

536,500 537,500 554,600 578,900 556,200 550,500

(100) (100) (101) (103) (98) (99) 

1,449,500 1,446,600 1,457,900 1,489,900 1,418,800 1,441,300

(100) (102) (104) (100) (104) (93) 

601,900 612,100 626,900 599,400 628,500 559,800

(100) (112) (111) (116) (119) (114) 

877,900 981,100 974,700 1,016,800 1,043,000 1,003,700

(100) (108) (108) (109) (113) (106) 

1,479,800 1,593,200 1,601,600 1,616,200 1,671,500 1,563,500

(100) (99) (97) (97) (95) (94) 

708,800 699,800 689,600 686,800 671,100 665,000

(100) (102) (104) (106) (106) (104) 

1,254,200 1,278,000 1,301,400 1,333,600 1,325,100 1,306,700

(100) (101) (101) (103) (102) (100) 

1,963,000 1,977,800 1,991,000 2,020,400 1,996,200 1,971,700

(100) (97) (96) (94) (87) (87) 

847,700 820,100 813,900 798,900 739,100 735,000

(100) (104) (120) (128) (132) (124) 

949,400 984,500 1,135,200 1,211,600 1,252,500 1,179,200

(100) (100) (108) (112) (111) (107) 

1,797,100 1,804,600 1,949,100 2,010,500 1,991,600 1,914,200

(100) (101) (92) (99) (89) (108) 

559,300 564,800 516,000 556,000 496,200 603,700

(100) (99) (108) (109) (116) (126) 

1,126,300 1,111,900 1,211,700 1,233,100 1,306,400 1,420,800

(100) (99) (102) (106) (107) (120) 

1,685,600 1,676,700 1,727,700 1,789,100 1,802,600 2,024,500

(100) (98) (94) (92) (88) (78) 

660,700 650,400 623,300 606,300 583,400 516,700

(100) (104) (109) (113) (111) (113) 

1,667,600 1,739,400 1,818,000 1,878,700 1,856,200 1,879,800

(100) (103) (105) (107) (105) (103) 

2,328,300 2,389,800 2,441,300 2,485,000 2,439,600 2,396,500
(100) (99) (94) (89) (84) (88) 

1,279,900 1,270,200 1,200,600 1,138,900 1,072,800 1,128,500
(100) (122) (139) (142) (149) (146) 

685,600 834,200 954,100 976,400 1,018,700 1,001,600
(100) (107) (110) (108) (106) (108) 

1,965,500 2,104,400 2,154,700 2,115,300 2,091,500 2,130,100
(100) (91) (104) (92) (79) (84) 

811,500 736,600 843,900 745,500 642,000 683,100
(100) (107) (112) (113) (104) (97) 

973,000 1,044,600 1,089,400 1,095,800 1,008,700 941,700
(100) (100) (108) (103) (93) (91) 

1,784,500 1,781,200 1,933,300 1,841,300 1,650,700 1,624,800
(100) (100) (91) (90) (80) (81) 

1,095,600 1,098,500 995,400 985,800 879,500 885,000
(100) (105) (114) (113) (110) (114) 

1,370,000 1,434,000 1,568,500 1,546,600 1,500,400 1,567,100
(100) (103) (104) (103) (97) (99) 

2,465,600 2,532,500 2,563,900 2,532,400 2,379,900 2,452,100

(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100) (100) (99) (100) (94) (98) 

913,000 909,100 903,300 911,000 862,600 890,800

(100) (100) (103) (108) (104) (103) 

536,500 537,500 554,600 578,900 556,200 550,500

(100) (100) (101) (103) (98) (99) 

1,449,500 1,446,600 1,457,900 1,489,900 1,418,800 1,441,300

(100) (102) (104) (100) (104) (93) 

601,900 612,100 626,900 599,400 628,500 559,800

(100) (112) (111) (116) (119) (114) 

877,900 981,100 974,700 1,016,800 1,043,000 1,003,700

(100) (108) (108) (109) (113) (106) 

1,479,800 1,593,200 1,601,600 1,616,200 1,671,500 1,563,500

(100) (99) (97) (97) (95) (94) 

708,800 699,800 689,600 686,800 671,100 665,000

(100) (102) (104) (106) (106) (104) 

1,254,200 1,278,000 1,301,400 1,333,600 1,325,100 1,306,700

(100) (101) (101) (103) (102) (100) 

1,963,000 1,977,800 1,991,000 2,020,400 1,996,200 1,971,700

(100) (97) (96) (94) (87) (87) 

847,700 820,100 813,900 798,900 739,100 735,000

(100) (104) (120) (128) (132) (124) 

949,400 984,500 1,135,200 1,211,600 1,252,500 1,179,200

(100) (100) (108) (112) (111) (107) 

1,797,100 1,804,600 1,949,100 2,010,500 1,991,600 1,914,200

(100) (101) (92) (99) (89) (108) 

559,300 564,800 516,000 556,000 496,200 603,700

(100) (99) (108) (109) (116) (126) 

1,126,300 1,111,900 1,211,700 1,233,100 1,306,400 1,420,800

(100) (99) (102) (106) (107) (120) 

1,685,600 1,676,700 1,727,700 1,789,100 1,802,600 2,024,500

(100) (98) (94) (92) (88) (78) 

660,700 650,400 623,300 606,300 583,400 516,700

(100) (104) (109) (113) (111) (113) 

1,667,600 1,739,400 1,818,000 1,878,700 1,856,200 1,879,800

(100) (103) (105) (107) (105) (103) 

2,328,300 2,389,800 2,441,300 2,485,000 2,439,600 2,396,500
(100) (99) (94) (89) (84) (88) 

1,279,900 1,270,200 1,200,600 1,138,900 1,072,800 1,128,500
(100) (122) (139) (142) (149) (146) 

685,600 834,200 954,100 976,400 1,018,700 1,001,600
(100) (107) (110) (108) (106) (108) 

1,965,500 2,104,400 2,154,700 2,115,300 2,091,500 2,130,100
(100) (91) (104) (92) (79) (84) 

811,500 736,600 843,900 745,500 642,000 683,100
(100) (107) (112) (113) (104) (97) 

973,000 1,044,600 1,089,400 1,095,800 1,008,700 941,700
(100) (100) (108) (103) (93) (91) 

1,784,500 1,781,200 1,933,300 1,841,300 1,650,700 1,624,800
(100) (100) (91) (90) (80) (81) 

1,095,600 1,098,500 995,400 985,800 879,500 885,000
(100) (105) (114) (113) (110) (114) 

1,370,000 1,434,000 1,568,500 1,546,600 1,500,400 1,567,100
(100) (103) (104) (103) (97) (99) 

2,465,600 2,532,500 2,563,900 2,532,400 2,379,900 2,452,100

(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。
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平成24 26 28 30 令和2 4

自　 宅 100     100     100     100     100     100     

修士課程 学　 寮 102     110     110     108     118     108     

アパート等 135     137     137     136     141     137     

自 　宅 100     100     100     100     100     100     

博士課程 学 　寮 94     93     89     89     91     106     

アパート等 130     132     125     124     122     125     

自　 宅 100     100     100     100     100     100     

専門職学位課程 学 　寮 91     85     90     87     79     76     

アパート等 125     120     119     120     114     115     

(注)自宅を100とする。

　　　　　　　　　　　　　年度
　　区分

（単位：％）

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

平成
24

26 28 30
令和

2
4

国 立 32.0 32.1 33.1 33.3 33.7 34.1 4.6 4.2 4.4 3.7 4.1 5.2 63.4 63.6 62.4 63.0 62.1 60.7

公 立 53.1 48.3 48.3 53.4 47.0 46.8 2.8 2.1 3.7 3.4 4.0 3.2 44.1 49.6 47.9 43.2 49.0 50.0

私 立 59.3 61.7 60.8 62.8 61.9 63.6 2.4 2.5 2.0 1.6 2.6 2.2 38.3 35.8 37.2 35.6 35.5 34.2

平 均 43.3 43.6 43.6 44.8 44.4 45.7 3.7 3.5 3.6 3.0 3.6 4.0 53.0 52.9 52.8 52.2 52.0 50.3

国 立 39.8 43.7 43.4 46.0 49.9 46.0 3.9 3.0 3.6 3.0 3.1 2.6 56.3 53.3 53.0 51.0 47.1 51.4

公 立 58.3 58.0 55.3 64.8 60.7 53.3 3.4 2.0 2.3 1.5 0.9 2.0 38.2 40.0 42.4 33.7 38.3 44.7

私 立 55.8 59.0 58.8 61.5 63.4 61.3 1.5 1.5 1.6 1.5 1.8 1.2 42.8 39.5 39.5 37.0 34.9 37.6

平 均 44.9 48.4 48.1 51.2 54.1 50.4 3.3 2.6 3.0 2.5 2.6 2.2 51.8 49.0 48.9 46.3 43.3 47.5

国 立 43.9 47.2 48.3 54.0 54.6 50.2 6.8 8.1 7.5 5.6 8.0 6.0 49.3 44.7 44.1 40.4 37.5 43.8

公 立 57.4 58.3 69.8 75.9 68.9 72.0 17.5 14.5 7.0 3.3 13.9 10.0 25.0 27.2 23.3 20.8 17.2 18.0

私 立 58.9 64.8 67.5 69.9 78.3 78.5 2.7 1.0 2.5 2.3 2.1 1.1 38.4 34.2 30.0 27.8 19.6 20.4

平 均 53.8 58.2 60.4 64.0 68.7 67.1 4.6 4.1 4.6 3.6 4.9 3.3 41.6 37.7 35.0 32.4 26.5 29.6

(注)年度ごとの自宅・学寮・アパート等の内訳の合計は100％となっている。

自　宅 学　寮 アパート等
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（単位：円）

平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4

(98) (98) (100) (98)

1,632,200 1,607,100 1,780,400 1,753,300 2,292,900 2,292,100 1,919,200 1,887,400

(107) (134) (101) (104)

1,339,900 1,437,400 1,362,800 1,829,500 1,957,300 1,982,000 1,673,600 1,740,600

(95) (101) (100) (99)

1,308,100 1,240,700 1,409,200 1,422,500 1,829,500 1,828,700 1,645,200 1,621,700

(99) (106) (100) (100)

1,449,500 1,441,300 1,479,800 1,563,500 1,963,000 1,971,700 1,735,700 1,731,700

(105) (127) (102) (104)

1,833,500 1,921,900 1,730,500 2,202,200 2,522,700 2,583,200 2,203,900 2,296,100

(116) (124) (102) (106)

1,715,300 1,989,800 1,582,600 1,956,600 2,260,100 2,302,200 2,062,900 2,193,200

(103) (113) (103) (105)

1,800,800 1,857,800 1,694,100 1,921,200 2,245,300 2,311,500 2,087,700 2,186,000

(107) (120) (103) (105)

1,797,100 1,914,200 1,685,600 2,024,500 2,328,300 2,396,500 2,120,300 2,228,400

(113) (99) (106) (108)

2,153,900 2,430,900 2,233,800 2,212,800 2,900,500 3,081,800 2,479,300 2,681,600

(97) (118) (97) (99)

1,801,500 1,747,700 1,402,200 1,660,500 2,216,900 2,151,600 1,971,300 1,946,500

(100) (92) (91) (93)

1,734,400 1,736,000 1,539,900 1,416,700 2,102,000 1,903,700 1,929,600 1,793,000

(108) (91) (99) (103)

1,965,500 2,130,100 1,784,500 1,624,800 2,465,600 2,452,100 2,194,300 2,252,900

(注)1．「東京圏」とは，東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県をいう。

 　  2．「京阪神」とは，京都府・大阪府・兵庫県をいう。

 　  3．(　　）は，平成24年度を100とした指数である。

専
門
職
学
位
課
程

東京圏

京阪神

その他

全　国

　　　　　年度
 区分

その他

居住形態

全　国

平 均

東京圏

自 宅

全　国

学 寮

京阪神

京阪神

ア パ ー ト 等

修
士
課
程

博
士
課
程

東京圏

その他

（単位：千円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100)  (101)  (108)  (112)  (109)  (112)  
7,770  7,870  8,370  8,700  8,460  8,680  
(100)  (92)  (94)  (108)  (110)  (98)  
7,010  6,470  6,620  7,550  7,690  6,900  
(100)  (104)  (108)  (112)  (104)  (108)  
7,970  8,250  8,640  8,890  8,300  8,610  
(100)  (102)  (107)  (112)  (107)  (110)  
7,790  7,910  8,350  8,690  8,360  8,540  
(100)  (106)  (104)  (114)  (114)  (91)  
6,450  6,840  6,710  7,330  7,370  5,880  
(100)  (95)  (108)  (119)  (129)  (106)  
6,360  6,070  6,870  7,560  8,190  6,740  
(100)  (109)  (112)  (116)  (112)  (111)  
8,390  9,140  9,370  9,700  9,370  9,320  
(100)  (106)  (107)  (115)  (115)  (98)  
6,900  7,340  7,370  7,940  7,910  6,790  
(100)  (99)  (95)  (110)  (102)  (96)  
7,860  7,760  7,500  8,610  7,980  7,510  
(100)  (73)  (79)  (95)  (90)  (93)  
7,340  5,370  5,790  6,990  6,580  6,820  
(100)  (71)  (72)  (71)  (70)  (67)  

11,690  8,330  8,400  8,340  8,240  7,860  
(100)  (78)  (77)  (82)  (78)  (75)  

10,260  7,990  7,940  8,420  8,050  7,660  
(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。
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（単位：円）

平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4 平成24 令和4

(98) (98) (100) (98)

1,632,200 1,607,100 1,780,400 1,753,300 2,292,900 2,292,100 1,919,200 1,887,400

(107) (134) (101) (104)

1,339,900 1,437,400 1,362,800 1,829,500 1,957,300 1,982,000 1,673,600 1,740,600

(95) (101) (100) (99)

1,308,100 1,240,700 1,409,200 1,422,500 1,829,500 1,828,700 1,645,200 1,621,700

(99) (106) (100) (100)

1,449,500 1,441,300 1,479,800 1,563,500 1,963,000 1,971,700 1,735,700 1,731,700

(105) (127) (102) (104)

1,833,500 1,921,900 1,730,500 2,202,200 2,522,700 2,583,200 2,203,900 2,296,100

(116) (124) (102) (106)

1,715,300 1,989,800 1,582,600 1,956,600 2,260,100 2,302,200 2,062,900 2,193,200

(103) (113) (103) (105)

1,800,800 1,857,800 1,694,100 1,921,200 2,245,300 2,311,500 2,087,700 2,186,000

(107) (120) (103) (105)

1,797,100 1,914,200 1,685,600 2,024,500 2,328,300 2,396,500 2,120,300 2,228,400

(113) (99) (106) (108)

2,153,900 2,430,900 2,233,800 2,212,800 2,900,500 3,081,800 2,479,300 2,681,600

(97) (118) (97) (99)

1,801,500 1,747,700 1,402,200 1,660,500 2,216,900 2,151,600 1,971,300 1,946,500

(100) (92) (91) (93)

1,734,400 1,736,000 1,539,900 1,416,700 2,102,000 1,903,700 1,929,600 1,793,000

(108) (91) (99) (103)

1,965,500 2,130,100 1,784,500 1,624,800 2,465,600 2,452,100 2,194,300 2,252,900

(注)1．「東京圏」とは，東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県をいう。

 　  2．「京阪神」とは，京都府・大阪府・兵庫県をいう。

 　  3．(　　）は，平成24年度を100とした指数である。
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東京圏

その他

（単位：千円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(100)  (101)  (108)  (112)  (109)  (112)  
7,770  7,870  8,370  8,700  8,460  8,680  
(100)  (92)  (94)  (108)  (110)  (98)  
7,010  6,470  6,620  7,550  7,690  6,900  
(100)  (104)  (108)  (112)  (104)  (108)  
7,970  8,250  8,640  8,890  8,300  8,610  
(100)  (102)  (107)  (112)  (107)  (110)  
7,790  7,910  8,350  8,690  8,360  8,540  
(100)  (106)  (104)  (114)  (114)  (91)  
6,450  6,840  6,710  7,330  7,370  5,880  
(100)  (95)  (108)  (119)  (129)  (106)  
6,360  6,070  6,870  7,560  8,190  6,740  
(100)  (109)  (112)  (116)  (112)  (111)  
8,390  9,140  9,370  9,700  9,370  9,320  
(100)  (106)  (107)  (115)  (115)  (98)  
6,900  7,340  7,370  7,940  7,910  6,790  
(100)  (99)  (95)  (110)  (102)  (96)  
7,860  7,760  7,500  8,610  7,980  7,510  
(100)  (73)  (79)  (95)  (90)  (93)  
7,340  5,370  5,790  6,990  6,580  6,820  
(100)  (71)  (72)  (71)  (70)  (67)  

11,690  8,330  8,400  8,340  8,240  7,860  
(100)  (78)  (77)  (82)  (78)  (75)  

10,260  7,990  7,940  8,420  8,050  7,660  
(注) (　　）は，平成24年度を100とした指数である。
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（単位：円）

平成24 26 28 30 令和2 4

(50.3%)  (52.3%)  (52.7%)  (52.9%)  (52.9%)  (48.4%)  

873,500  914,800  930,100  946,200  925,300  839,000  

(31.8%)  (28.1%)  (26.0%)  (23.2%)  (23.7%)  (24.8%)  

551,800  491,600  458,700  414,800  415,100  429,500  

(15.9%)  (15.8%)  (16.3%)  (19.0%)  (19.4%)  (22.8%)  

275,200  276,900  286,900  340,200  339,300  395,000  

(11.8%)  (13.2%)  (12.5%)  (13.6%)  (15.3%)  (15.2%)  

205,400  231,300  219,900  243,000  268,600  263,600  

学 生 生 活 費 1,735,700  1,750,200  1,763,500  1,788,800  1,750,600  1,731,700  

(18.1%)  (18.0%)  (16.6%)  (17.2%)  (16.9%)  (11.2%)  

383,300  388,500  373,100  395,400  382,100  249,000  

(49.1%)  (44.1%)  (40.0%)  (35.2%)  (33.7%)  (50.4%)  

1,040,900  953,400  901,100  810,200  759,700  1,122,300  

(27.7%)  (29.0%)  (31.6%)  (33.9%)  (36.2%)  (27.6%)  

587,400  626,000  711,500  780,600  816,700  614,100  

(33.3%)  (39.7%)  (42.4%)  (49.8%)  (54.7%)  (50.1%)  

705,700  857,400  953,500  1,146,100  1,234,000  1,116,800  

学 生 生 活 費 2,120,300  2,162,000  2,250,700  2,299,900  2,254,300  2,228,400  

(45.3%)  (40.0%)  (37.0%)  (39.3%)  (35.2%)  (34.4%)  

993,700  914,900  862,300  899,100  764,100  775,600  

(35.2%)  (29.7%)  (22.6%)  (19.7%)  (18.2%)  (20.1%)  

771,300  679,000  527,300  450,000  394,600  451,800  

(5.2%)  (5.1%)  (6.1%)  (7.1%)  (8.8%)  (10.4%)  

114,100  117,300  141,600  163,300  190,400  233,400  

(25.6%)  (41.0%)  (53.4%)  (53.5%)  (65.6%)  (63.0%)  

561,500  937,700  1,244,300  1,223,600  1,424,900  1,419,100  

学 生 生 活 費 2,194,300  2,289,100  2,331,600  2,287,200  2,173,500  2,252,900  

(注) 

 　  

専
門
職
学
位
課
程

家庭からの給付

奨 学 金

アルバイト 収入

定 職 ・ そ の 他

博
士
課
程

家庭からの給付

　　　　　　　　 年度
　区分

定 職 ・ そ の 他

奨 学 金

アルバイト 収入

修
士
課
程

奨 学 金

アルバイト 収入

定 職 ・ そ の 他

(　　）は，学生生活費に対するそれぞれの割合を示す。なお，収支が一致しない場合があるため必ずしも
合計が100％とならない。

家庭からの給付

第 10 表 学生生活費に対する家庭からの給付等の額・比率 
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平成24 26 28 30 令和2 4

家庭からの給付額 876,500円 896,000円 915,400円 936,600円 916,200円 835,000円 

学生生活費に対する割合 53.5% 54.5% 55.6% 55.7% 55.6% 51.5% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.3% 11.4% 10.9% 10.8% 10.8% 9.6% 

家庭からの給付額 655,500円 680,000円 653,800円 669,600円 683,400円 626,400円 

学生生活費に対する割合 41.9% 42.3% 39.7% 42.0% 43.1% 41.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 9.4% 10.5% 9.9% 8.9% 8.9% 9.1% 

家庭からの給付額 906,300円 993,100円 1,009,800円 1,015,500円 989,300円 886,000円 

学生生活費に対する割合 47.0% 50.4% 50.3% 50.2% 50.2% 45.1% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.4% 12.0% 11.7% 11.4% 11.9% 10.3% 

家庭からの給付額 873,500円 914,800円 930,100円 946,200円 925,300円 839,000円 

学生生活費に対する割合 50.3% 52.3% 52.7% 52.9% 52.9% 48.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.2% 11.6% 11.1% 10.9% 11.1% 9.8% 

家庭からの給付額 354,300円 361,500円 348,800円 362,200円 351,600円 199,000円 

学生生活費に対する割合 17.3% 17.2% 16.1% 16.4% 16.2% 9.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.5% 5.3% 5.2% 4.9% 4.8% 3.4% 

家庭からの給付額 278,800円 361,000円 313,700円 319,500円 297,100円 229,800円 

学生生活費に対する割合 13.2% 16.2% 12.9% 12.5% 11.4% 9.9% 

家庭の年間収入に
対する割合 4.4% 5.9% 4.6% 4.2% 3.6% 3.4% 

家庭からの給付額 493,400円 475,400円 454,800円 499,700円 488,200円 399,500円 

学生生活費に対する割合 21.2% 20.4% 18.7% 19.9% 20.5% 16.5% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.9% 5.2% 4.9% 5.2% 5.2% 4.3% 

家庭からの給付額 383,300円 388,500円 373,100円 395,400円 382,100円 249,000円 

学生生活費に対する割合 18.1% 18.0% 16.6% 17.2% 16.9% 11.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.6% 5.3% 5.1% 5.0% 4.8% 3.7% 

家庭からの給付額 941,100円 876,800円 861,200円 849,100円 752,900円 774,200円 

学生生活費に対する割合 49.4% 47.4% 46.3% 47.1% 43.2% 45.0% 

家庭の年間収入に
対する割合 12.0% 11.3% 11.5% 9.9% 9.4% 10.3% 

家庭からの給付額 580,400円 605,100円 456,400円 382,300円 411,300円 435,400円 

学生生活費に対する割合 34.4% 32.1% 22.6% 15.1% 17.8% 24.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 7.9% 11.3% 7.9% 5.5% 6.3% 6.4% 

家庭からの給付額 1,044,200円 958,200円 890,200円 967,100円 801,300円 796,200円 

学生生活費に対する割合 44.0% 37.3% 33.2% 36.7% 30.8% 27.7% 

家庭の年間収入に
対する割合 8.9% 11.5% 10.6% 11.6% 9.7% 10.1% 

家庭からの給付額 993,700円 914,900円 862,300円 899,100円 764,100円 775,600円 

学生生活費に対する割合 45.3% 40.0% 37.0% 39.3% 35.2% 34.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 9.7% 11.5% 10.9% 10.7% 9.5% 10.1% 
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平成24 26 28 30 令和2 4

家庭からの給付額 876,500円 896,000円 915,400円 936,600円 916,200円 835,000円 

学生生活費に対する割合 53.5% 54.5% 55.6% 55.7% 55.6% 51.5% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.3% 11.4% 10.9% 10.8% 10.8% 9.6% 

家庭からの給付額 655,500円 680,000円 653,800円 669,600円 683,400円 626,400円 

学生生活費に対する割合 41.9% 42.3% 39.7% 42.0% 43.1% 41.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 9.4% 10.5% 9.9% 8.9% 8.9% 9.1% 

家庭からの給付額 906,300円 993,100円 1,009,800円 1,015,500円 989,300円 886,000円 

学生生活費に対する割合 47.0% 50.4% 50.3% 50.2% 50.2% 45.1% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.4% 12.0% 11.7% 11.4% 11.9% 10.3% 

家庭からの給付額 873,500円 914,800円 930,100円 946,200円 925,300円 839,000円 

学生生活費に対する割合 50.3% 52.3% 52.7% 52.9% 52.9% 48.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 11.2% 11.6% 11.1% 10.9% 11.1% 9.8% 

家庭からの給付額 354,300円 361,500円 348,800円 362,200円 351,600円 199,000円 

学生生活費に対する割合 17.3% 17.2% 16.1% 16.4% 16.2% 9.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.5% 5.3% 5.2% 4.9% 4.8% 3.4% 

家庭からの給付額 278,800円 361,000円 313,700円 319,500円 297,100円 229,800円 

学生生活費に対する割合 13.2% 16.2% 12.9% 12.5% 11.4% 9.9% 

家庭の年間収入に
対する割合 4.4% 5.9% 4.6% 4.2% 3.6% 3.4% 

家庭からの給付額 493,400円 475,400円 454,800円 499,700円 488,200円 399,500円 

学生生活費に対する割合 21.2% 20.4% 18.7% 19.9% 20.5% 16.5% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.9% 5.2% 4.9% 5.2% 5.2% 4.3% 

家庭からの給付額 383,300円 388,500円 373,100円 395,400円 382,100円 249,000円 

学生生活費に対する割合 18.1% 18.0% 16.6% 17.2% 16.9% 11.2% 

家庭の年間収入に
対する割合 5.6% 5.3% 5.1% 5.0% 4.8% 3.7% 

家庭からの給付額 941,100円 876,800円 861,200円 849,100円 752,900円 774,200円 

学生生活費に対する割合 49.4% 47.4% 46.3% 47.1% 43.2% 45.0% 

家庭の年間収入に
対する割合 12.0% 11.3% 11.5% 9.9% 9.4% 10.3% 

家庭からの給付額 580,400円 605,100円 456,400円 382,300円 411,300円 435,400円 

学生生活費に対する割合 34.4% 32.1% 22.6% 15.1% 17.8% 24.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 7.9% 11.3% 7.9% 5.5% 6.3% 6.4% 

家庭からの給付額 1,044,200円 958,200円 890,200円 967,100円 801,300円 796,200円 

学生生活費に対する割合 44.0% 37.3% 33.2% 36.7% 30.8% 27.7% 

家庭の年間収入に
対する割合 8.9% 11.5% 10.6% 11.6% 9.7% 10.1% 

家庭からの給付額 993,700円 914,900円 862,300円 899,100円 764,100円 775,600円 

学生生活費に対する割合 45.3% 40.0% 37.0% 39.3% 35.2% 34.4% 

家庭の年間収入に
対する割合 9.7% 11.5% 10.9% 10.7% 9.5% 10.1% 
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（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

申 請 者 62.6     57.1     53.8     50.2     51.7     54.8     

受 給 者 60.5     55.4     51.8     48.0     49.5     51.0     

　受給率 96.6     97.0     96.3     95.6     95.7     93.1     

希望するが申請しなかった者 9.1     7.1     8.3     6.5     7.7     6.0     

申 請 者 68.3     65.0     59.5     56.7     55.9     61.2     

受 給 者 66.2     62.7     56.9     53.5     52.2     58.9     

　受給率 96.9     96.5     95.6     94.4     93.4     96.2     

希望するが申請しなかった者 9.4     7.9     8.1     5.6     8.4     4.7     

申 請 者 62.8 53.0     46.4     42.9     40.1     44.8     

受 給 者 60.7 51.8     44.4     41.1     37.1     41.4     

　受給率 96.6 97.7     95.7     95.8     92.5     92.4     

希望するが申請しなかった者 11.7 11.0     10.0     6.4     10.2     6.4     

(注)

 　 

専
門
職
学
位
課

程

博

士

課

程

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　区分

修

士

課

程

区分欄は，学生総数に対する割合を示す。ただし，受給率は，奨学金申請者に対する受給者の割合を示し
たものである。

受給者

申請者

受給者

申請者

受給者

申請者

（単位：％）

平成24 26 28 30 令和2 4

78.3 77.6 82.3 84.8 82.5 86.5

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(36.1) (43.8) (48.4) (51.6) (54.0) (53.7)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(63.9) (56.2) (51.6) (48.4) (46.0) (46.3)

21.7 22.4 17.7 15.2 17.5 13.5

70.0 68.6 71.0 71.6 71.1 68.5

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(15.5) (21.4) (25.1) (27.8) (29.4) (27.1)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(84.5) (78.6) (74.9) (72.2) (70.6) (72.9)

30.0 31.4 29.0 28.4 28.9 31.5

32.8 31.9 43.9 47.8 48.2 52.0

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

家 庭 か ら の 給 付
の み で 修 学 可 能

(32.8) (39.8) (44.4) (48.1) (55.5) (50.8)

家 庭 か ら の 給 付 の み
では修学 不自 由・ 困難

(67.2) (60.2) (55.6) (51.9) (44.5) (49.2)

67.2 68.1 56.1 52.2 51.8 48.0

(注)　「家庭からの給付のみでは修学不自由・困難」とは，家庭からの給付がない者を含む。

アルバイト非従事者

アルバイト非従事者

アルバイト従事者

内
訳

　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　年度
　　　区分

修
士
課
程

アルバイト従事者

内
訳

専
門
職
学
位
課
程

アルバイト非従事者

アルバイト従事者

内
訳

博
士
課
程
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（1）学生生活費及び収入額内訳の推移

　①大学学部昼間部

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

《資料４》　主な経費等の推移の図・グラフ（平成16年度調査以降）

772,300

（39.8%）
723,800

（38.2% ）
676,300

（36.4%）
660,500

（36.1%）

704,600

（37.5%）
666,800

（35.8%）

690,800

（36.7%）

704,700

（36.8%）
664,300

（36.6%）

677,400

（37.1%）

1,168,500

（60.2%）
1,171,300

（61.8% ）
1,183,000

（63.6%）
1,170,000

（63.9%）

1,175,500

（62.5%）
1,195,300

（64.2%）

1,193,400

（63.3%）

1,208,800

（63.2%） 1,148,700

（63.4%）

1,147,300

（62.9%）

1,940,800
1,895,100 1,859,300 1,830,500

1,880,100 1,862,100 1,884,200 1,913,500
1,813,000 1,824,700

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,449,200

（65.9%）

1,496,300

（68.3%）
1,449,400

（65.9%） 1,227,500

（61.7%）
1,215,200

（60.8%）
1,193,800

（60.6%）
1,180,700

（60.1%）

1,196,600

（59.8%）
1,144,700

（59.4%）
1,096,900

（55.8%）

344,700

（15.7%）

336,300

（15.4%）
358,300

（16.3%）

306,900

（15.4%）

322,600

（16.2%）
321,800

（16.3%）

356,100

（18.1%）

401,500

（20.1%）
366,500

（19.0%）
407,600

（20.7%）

308,500

（14.0%）

300,300

（13.7%）
336,700

（15.3%）

402,700

（20.3%）

408,500

（20.5%）
400,000

（20.3%）

385,300

（19.6%）

359,600

（18.0%） 373,200

（19.4%）

375,900

（19.1%）

97,900

（4.4%）

57,600

（2.6%）

54,400

（2.5%）
51,400

（2.6%）

51,000

（2.6%）
55,800

（2.8%）
43,800

（2.2%）

43,600

（2.2%）
43,200

（2.2%）

87,000

（4.4%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,200,300 2,190,500 2,198,800 1,988,500 1,997,300 1,971,400 1,965,900 2,001,300 1,927,600 1,967,400

収入総額
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（1）学生生活費及び収入額内訳の推移

　①大学学部昼間部

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

《資料４》　主な経費等の推移の図・グラフ（平成16年度調査以降）

772,300

（39.8%）
723,800

（38.2% ）
676,300

（36.4%）
660,500

（36.1%）

704,600

（37.5%）
666,800

（35.8%）

690,800

（36.7%）

704,700

（36.8%）
664,300

（36.6%）

677,400

（37.1%）

1,168,500

（60.2%）
1,171,300

（61.8% ）
1,183,000

（63.6%）
1,170,000

（63.9%）

1,175,500

（62.5%）
1,195,300

（64.2%）

1,193,400

（63.3%）

1,208,800

（63.2%） 1,148,700

（63.4%）

1,147,300

（62.9%）

1,940,800
1,895,100 1,859,300 1,830,500

1,880,100 1,862,100 1,884,200 1,913,500
1,813,000 1,824,700

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,449,200

（65.9%）

1,496,300

（68.3%）
1,449,400

（65.9%） 1,227,500

（61.7%）
1,215,200

（60.8%）
1,193,800

（60.6%）
1,180,700

（60.1%）

1,196,600

（59.8%）
1,144,700

（59.4%）
1,096,900

（55.8%）

344,700

（15.7%）

336,300

（15.4%）
358,300

（16.3%）

306,900

（15.4%）

322,600

（16.2%）
321,800

（16.3%）

356,100

（18.1%）

401,500

（20.1%）
366,500

（19.0%）
407,600

（20.7%）

308,500

（14.0%）

300,300

（13.7%）
336,700

（15.3%）

402,700

（20.3%）

408,500

（20.5%）
400,000

（20.3%）

385,300

（19.6%）

359,600

（18.0%） 373,200

（19.4%）

375,900

（19.1%）

97,900

（4.4%）

57,600

（2.6%）

54,400

（2.5%）
51,400

（2.6%）

51,000

（2.6%）
55,800

（2.8%）
43,800

（2.2%）

43,600

（2.2%）
43,200

（2.2%）

87,000

（4.4%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,200,300 2,190,500 2,198,800 1,988,500 1,997,300 1,971,400 1,965,900 2,001,300 1,927,600 1,967,400

収入総額

　②短期大学昼間部

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

565,500

（34.0%）
527,400

（32.2%）
477,200

（30.2%）

478,000

（30.0%）

559,900

（33.9%）
476,500

（30.1%）

498,000

（31.4%）

537,800

（33.0%）
494,200

（31.8%）

489,200

（32.8%）

1,099,200

（66.0%）
1,112,800

（67.8%）
1,102,800

（69.8%）

1,113,600

（70.0%）

1,091,900

（66.1%） 1,104,000

（69.9%）

1,089,300

（68.6%）

1,089,800

（67.0%）
1,061,700

（68.2%）
1,003,200

（67.2%）

1,664,700 1,640,200
1,580,000 1,591,600

1,651,800
1,580,500 1,587,300 1,627,600

1,555,900
1,492,400

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,253,600

（65.9%）

1,269,000

（66.5%）
1,211,800

（63.3%） 993,100

（56.7%）

989,900

（56.2%）
931,300

（55.4%）
913,900

（54.8%）
893,100

（52.0%）
846,000

（51.1%）
792,900

（48.9%）

280,100

（14.7%）

283,600

（14.9%）
312,200

（16.3%）

255,800

（14.6%）

251,200

（14.3%）
261,900

（15.6%）

297,200

（17.8%）

338,800

（19.7%）
300,100

（18.1%）

453,800

（28.0%）

268,600

（14.1%）

290,200

（15.2%）

332,700

（17.4%）
434,400

（24.8%）
433,000

（24.6%）
402,500

（24.0%）

387,500

（23.2%）

433,200

（25.2%） 435,000

（26.3%）

311,600

（19.2%）

99,000

（5.2%）

64,800

（3.4%）

56,600

（3.0%） 66,900

（3.8%）

87,900

（5.0%） 84,100

（5.0%）
69,200

（4.1%）

52,700

（3.1%）
74,200

（4.5%）
62,400

（3.9%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

1,901,300 1,907,600 1,913,300 1,750,200 1,762,000 1,679,800 1,667,800 1,717,800 1,655,300 1,620,700

収入総額
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　③大学院修士課程

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

977,000

（55.1%）
938,100

（53.6%）

932,500

（53.5%）

929,800

（53.7%）

947,600

（54.6%）

969,800

（55.4%）

991,000

（56.2%）

1,012,100

（56.6%）

1,003,700

（57.3%）
976,600

（56.4%）

795,600

（44.9%）
811,700

（46.4%）
809,600

（46.5%）
802,300

（46.3%）

788,100

（45.4%）

780,400

（44.6%）

772,500

（43.8%）

776,700

（43.4%）
746,900

（42.7%）
755,100

（43.6%）

1,772,600 1,749,800 1,742,100 1,732,100 1,735,700 1,750,200 1,763,500 1,788,800 1,750,600 1,731,700

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,046,300

（50.6%）

1,060,900

（51.1%）
1,031,700

（49.0%）
932,100

（47.4%）
873,500

（45.8%）

914,800

（47.8%）

930,100

（49.1%）

946,200

（48.7%）
925,300

（47.5%）
839,000

（43.5%）

263,100

（12.7%）

281,000

（13.5%）
296,500

（14.1%） 266,400

（13.5%）
275,200

（14.4%）

276,900

（14.5%）

286,900

（15.1%）

340,200

（17.5%）
339,300

（17.4%）
429,500

（22.3%）

535,700

（25.9%）

523,200

（25.2%）

565,000

（26.8%） 552,500

（28.1%）
551,800

（29.0%）

491,600

（25.7%）

458,700

（24.2%）

414,800

（21.3%）
415,100

（21.3%）
395,000

（20.5%）

221,500

（10.7%）

210,500

（10.1%）

212,900

（10.1%） 215,200

（10.9%） 205,400

（10.8%）

231,300

（12.1%）

219,900

（11.6%）
243,000

（12.5%）

268,600

（13.8%）
263,600

（13.7%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,066,600 2,075,600 2,106,100 1,966,200 1,905,900 1,914,600 1,895,600 1,944,200 1,948,300 1,927,100

収入総額
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　③大学院修士課程

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

977,000

（55.1%）
938,100

（53.6%）

932,500

（53.5%）

929,800

（53.7%）

947,600

（54.6%）

969,800

（55.4%）

991,000

（56.2%）

1,012,100

（56.6%）

1,003,700

（57.3%）
976,600

（56.4%）

795,600

（44.9%）
811,700

（46.4%）
809,600

（46.5%）
802,300

（46.3%）

788,100

（45.4%）

780,400

（44.6%）

772,500

（43.8%）

776,700

（43.4%）
746,900

（42.7%）
755,100

（43.6%）

1,772,600 1,749,800 1,742,100 1,732,100 1,735,700 1,750,200 1,763,500 1,788,800 1,750,600 1,731,700

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,046,300

（50.6%）

1,060,900

（51.1%）
1,031,700

（49.0%）
932,100

（47.4%）
873,500

（45.8%）

914,800

（47.8%）

930,100

（49.1%）

946,200

（48.7%）
925,300

（47.5%）
839,000

（43.5%）

263,100

（12.7%）

281,000

（13.5%）
296,500

（14.1%） 266,400

（13.5%）
275,200

（14.4%）

276,900

（14.5%）

286,900

（15.1%）

340,200

（17.5%）
339,300

（17.4%）
429,500

（22.3%）

535,700

（25.9%）

523,200

（25.2%）

565,000

（26.8%） 552,500

（28.1%）
551,800

（29.0%）

491,600

（25.7%）

458,700

（24.2%）

414,800

（21.3%）
415,100

（21.3%）
395,000

（20.5%）

221,500

（10.7%）

210,500

（10.1%）

212,900

（10.1%） 215,200

（10.9%） 205,400

（10.8%）

231,300

（12.1%）

219,900

（11.6%）
243,000

（12.5%）

268,600

（13.8%）
263,600

（13.7%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,066,600 2,075,600 2,106,100 1,966,200 1,905,900 1,914,600 1,895,600 1,944,200 1,948,300 1,927,100

収入総額

　④大学院博士課程

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

1,325,000

（62.9%）
1,277,200

（61.4%）

1,268,600

（61.8%）

1,327,000

（62.8%）

1,399,700

（66.0%）

1,455,100

（67.3%）

1,568,600

（69.7%）

1,630,300

（70.9%）
1,617,900

（71.8%）

1,638,000

（73.5%）

780,400

（37.1%）
804,200

（38.6%）
784,500

（38.2%）

785,200

（37.2%）

720,600

（34.0%）

706,900

（32.7%）

682,100

（30.3%）

669,600

（29.1%）
636,400

（28.2%）

590,400

（26.5%）

2,105,400 2,081,400 2,053,100
2,112,200 2,120,300

2,162,000
2,250,700

2,299,900
2,254,300 2,228,400

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

526,800

（19.0%）

521,200

（18.4%）
459,000

（15.8%）
378,800

（14.1%）

383,300

（14.1%）

388,500

（13.8%）
373,100

（12.7%）

395,400

（12.6%）

382,100

（12.0%）
249,000

（8.0%）

596,200

（21.5%）

697,600

（24.6%）
722,500

（24.8%） 668,600

（24.9%）
587,400

（21.6%）

626,000

（22.2%）

711,500

（24.2%）

780,600

（24.9%）

816,700

（25.6%）

1,122,300

（36.2%）

974,500

（35.2%）

949,900

（33.5%）
966,400

（33.2%） 991,500

（37.0%）
1,040,900

（38.3%）

953,400

（33.7%）

901,100

（30.7%）

810,200

（25.9%）

759,700

（23.8%）

614,100

（19.8%）

670,500

（24.2%）

664,100

（23.4%）

763,100

（26.2%） 642,600

（24.0%）

705,700

（26.0%）

857,400

（30.3%）

953,500

（32.4%）

1,146,100

（36.6%）

1,234,000

（38.7%）
1,116,800

（36.0%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

3,600,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,768,000 2,832,800 2,911,000 2,681,500 2,717,300 2,825,300 2,939,200 3,132,300 3,192,500 3,102,200

収入総額
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（2）家庭からの給付程度別アルバイト従事状況の推移

　①大学学部昼間部

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

4.4 

3.8 

4.8 

7.1 

8.5 

10.2 

5.3 

5.1 

7.2 

6.5 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

47.1 

42.5 

43.7 

48.0 

45.9 

37.5 

37.8 

34.5 

31.9 

30.9 

家庭からの給付のみで

修学可能

48.6 

53.8 

51.4 

44.9 

45.6 

52.3 

56.9 

60.3 

60.9 

62.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

22年度

24年度

26年度

28年度

30年度

R2年度

4年度

長期休暇中のみ従事

11.0

9.6

7.9

授業期間中に臨時的に従事

13.8

13.5

11.4

授業期間中に経常的に従事

16.0

17.7

15.9

長期休暇中も授業期間中も従事

59.1

59.1

64.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

（％）

（％）

ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。

凡例

凡例

不定期的にした

18.3

21.3

12.6

16.3

13.4

16.2

14.3 

18.0 

12.6 

15.9 

14.0 

15.7 

10.0 

13.6 

週に1～2日した

37.9

16.4

37.0

17.2

36.7

16.7

37.9 

16.5 

37.6 

16.5 

39.6 

21.4 

40.8 

19.6 

週に3日以上した

43.9

62.3

50.4

66.6

49.9

67.2

47.8 

65.5 

49.8 

67.6 

46.4 

63.0 

49.2 

66.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H22年度【授業期間中】

【長期休暇中】

24年度【授業期間中】

【長期休暇中】

26年度【授業期間中】

【長期休暇中】

28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

　⑤大学院専門職学位課程

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

983,600

(42.7%)
944,700

（42.5%）

1,000,100

（44.6%）

1,025,700

（46.7%）

1,121,700

（49.0%）

1,245,100

（53.4%）
1,235,200

（54.0%）
1,212,800

（55.8%）

1,254,200

（55.7%）

1,322,400

(57.3%)
1,277,800

（57.5%）

1,243,600

（55.4%）
1,168,600

（53.3%）

1,167,400

（51.0%）

1,086,500

（46.6%）
1,052,000

（46.0%） 960,700

（44.2%）

998,700

（44.3%）

2,306,000
2,222,500 2,243,700

2,194,300
2,289,100

2,331,600
2,287,200

2,173,500
2,252,900

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,139,500

(40.0%)

1,149,200

（41.4%）
1,039,700

（40.1%）
993,700

（40.7%）
914,900

（34.5%）
862,300

（31.1%）

899,100

（32.9%）
764,100

（27.5%）

775,600

（26.9%）

103,000

(3.6%)

106,400

（3.8%） 104,100

（4.0%）
114,100

（4.7%） 117,300

（4.4%）
141,600

（5.1%）

163,300

（6.0%） 190,400

（6.9%）

451,800

（15.7%）

833,700

(29.3%)

860,200

（31.0%） 796,800

（30.8%）
771,300

（31.6%） 679,000

（25.6%） 527,300

（19.0%）

450,000

（16.4%） 394,600

（14.2%）

233,400

（8.1%）

774,000

（27.2%）
662,800

（23.9%）
649,100

（25.1%） 561,500

（23.0%）

937,700

（35.4%）
1,244,300

（44.8%）
1,223,600

（44.7%）
1,424,900

（51.4%）

1,419,100

（49.3%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,850,200 2,778,600 2,589,700 2,440,600 2,648,900 2,775,500 2,736,000 2,774,000 2,879,900

収入総額
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（2）家庭からの給付程度別アルバイト従事状況の推移

　①大学学部昼間部

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

4.4 

3.8 

4.8 

7.1 

8.5 

10.2 

5.3 

5.1 

7.2 

6.5 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

47.1 

42.5 

43.7 

48.0 

45.9 

37.5 

37.8 

34.5 

31.9 

30.9 

家庭からの給付のみで

修学可能

48.6 

53.8 

51.4 

44.9 

45.6 

52.3 

56.9 

60.3 

60.9 

62.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

22年度

24年度

26年度

28年度

30年度

R2年度

4年度

長期休暇中のみ従事

11.0

9.6

7.9

授業期間中に臨時的に従事

13.8

13.5

11.4

授業期間中に経常的に従事

16.0

17.7

15.9

長期休暇中も授業期間中も従事

59.1

59.1

64.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

（％）

（％）

ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。

凡例

凡例

不定期的にした

18.3

21.3

12.6

16.3

13.4

16.2

14.3 

18.0 

12.6 

15.9 

14.0 

15.7 

10.0 

13.6 

週に1～2日した

37.9

16.4

37.0

17.2

36.7

16.7

37.9 

16.5 

37.6 

16.5 

39.6 

21.4 

40.8 

19.6 

週に3日以上した

43.9

62.3

50.4

66.6

49.9

67.2

47.8 

65.5 

49.8 

67.6 

46.4 

63.0 

49.2 

66.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H22年度【授業期間中】

【長期休暇中】

24年度【授業期間中】

【長期休暇中】

26年度【授業期間中】

【長期休暇中】

28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

　⑤大学院専門職学位課程

　　ア．学生生活費の推移

　　イ．収入額内訳の推移

983,600

(42.7%)
944,700

（42.5%）

1,000,100

（44.6%）

1,025,700

（46.7%）

1,121,700

（49.0%）

1,245,100

（53.4%）
1,235,200

（54.0%）
1,212,800

（55.8%）

1,254,200

（55.7%）

1,322,400

(57.3%)
1,277,800

（57.5%）

1,243,600

（55.4%）
1,168,600

（53.3%）

1,167,400

（51.0%）

1,086,500

（46.6%）
1,052,000

（46.0%） 960,700

（44.2%）

998,700

（44.3%）

2,306,000
2,222,500 2,243,700

2,194,300
2,289,100

2,331,600
2,287,200

2,173,500
2,252,900

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

学費

生活費

学
生
生
活
費

(単位：円）

1,139,500

(40.0%)

1,149,200

（41.4%）
1,039,700

（40.1%）
993,700

（40.7%）
914,900

（34.5%）
862,300

（31.1%）

899,100

（32.9%）
764,100

（27.5%）

775,600

（26.9%）

103,000

(3.6%)

106,400

（3.8%） 104,100

（4.0%）
114,100

（4.7%） 117,300

（4.4%）
141,600

（5.1%）

163,300

（6.0%） 190,400

（6.9%）

451,800

（15.7%）

833,700

(29.3%)

860,200

（31.0%） 796,800

（30.8%）
771,300

（31.6%） 679,000

（25.6%） 527,300

（19.0%）

450,000

（16.4%） 394,600

（14.2%）

233,400

（8.1%）

774,000

（27.2%）
662,800

（23.9%）
649,100

（25.1%） 561,500

（23.0%）

937,700

（35.4%）
1,244,300

（44.8%）
1,223,600

（44.7%）
1,424,900

（51.4%）

1,419,100

（49.3%）

0

600,000

1,200,000

1,800,000

2,400,000

3,000,000

H16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度 30年度 R2年度 4年度

家庭からの給付 アルバイト収入 奨学金 定職その他 (単位：円）

2,850,200 2,778,600 2,589,700 2,440,600 2,648,900 2,775,500 2,736,000 2,774,000 2,879,900

収入総額
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　③大学院修士課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

12.1 

11.4 

11.1 

14.2 

14.0 

13.1 

9.8 

9.2 

11.0 

13.0 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

53.2 

48.4 

50.6 

50.6 

50.0 

43.0 

41.9 

39.2 

35.0 

33.3 

家庭からの給付のみで

修学可能

34.6 

40.2 

38.5 

35.2 

36.1 

43.8 

48.4 

51.6 

54.0 

53.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

22年度

24年度

26年度

28年度

30年度

R2年度

4年度

長期休暇中のみ従事

6.5

6.2

4.3

授業期間中に臨時的に従事

26.9

21.8

20.4

授業期間中に経常的に従事

25.4

22.4

22.4

長期休暇中も授業期間中も従事

41.2

49.7

52.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

（％）

（％）

ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

凡例

凡例

不定期的にした

26.3

29.4

23.1

26.3

23.2

25.2

26.7 

28.7 

23.3 

25.8 

22.7 

22.8 

19.5 

22.0 

週に1～2日した

51.6

34.7

49.5

34.5

52.0

37.5

50.9 

36.7 

51.5 

35.9 

52.8 

41.0 

51.4 

38.0 

週に3日以上した

22.1

35.9

27.3

39.2

24.8

37.3

22.5 

34.6 

25.1 

38.2 

24.5 

36.2 

29.2 

40.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H22年度【授業期間中】

【長期休暇中】

24年度【授業期間中】

【長期休暇中】

26年度【授業期間中】

【長期休暇中】

28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

　②短期大学昼間部

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

4.1 

3.9 

6.5 

8.5 

10.5 

13.5 

7.0 

6.7 

10.7 

7.4 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

49.9 

40.6 

41.3 

48.2 

46.7 

34.3 

37.7 

37.9 

34.3 

29.4 

家庭からの給付のみで

修学可能

46.1 

55.5 

52.2 

43.3 

42.8 

52.2 

55.3 

55.5 

55.0 

63.1 
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7.9

授業期間中に臨時的に従事

13.5

13.3

11.7

授業期間中に経常的に従事

12.0

13.2

14.5

長期休暇中も授業期間中も従事

59.6

62.5

66.0
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（％）
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。

凡例

凡例

不定期的にした

18.9

19.6

12.1

14.8

12.7

14.6

13.8 

16.4 

13.5 

15.4 

13.7 

16.0 

7.9 

12.5 

週に1～2日した

35.7

13.9

37.6

17.0

35.1

13.4

34.3 

13.3 

34.2 

12.7 

38.4 

18.2 

38.6 

16.2 

週に3日以上した

45.4

66.5

50.3

68.1
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72.1

52.0 

70.3 
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71.9 
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【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例
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　③大学院修士課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

12.1 

11.4 

11.1 

14.2 

14.0 

13.1 

9.8 

9.2 

11.0 

13.0 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

53.2 

48.4 

50.6 

50.6 

50.0 

43.0 

41.9 

39.2 

35.0 

33.3 

家庭からの給付のみで

修学可能

34.6 

40.2 

38.5 

35.2 

36.1 

43.8 

48.4 

51.6 

54.0 

53.7 
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長期休暇中のみ従事

6.5

6.2

4.3

授業期間中に臨時的に従事

26.9

21.8

20.4

授業期間中に経常的に従事

25.4

22.4

22.4

長期休暇中も授業期間中も従事

41.2

49.7

52.9
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

凡例

凡例

不定期的にした

26.3

29.4

23.1

26.3

23.2

25.2

26.7 

28.7 

23.3 

25.8 

22.7 

22.8 

19.5 

22.0 

週に1～2日した

51.6

34.7

49.5

34.5

52.0

37.5

50.9 
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41.0 
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週に3日以上した
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R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

　②短期大学昼間部

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

4.1 

3.9 

6.5 

8.5 

10.5 

13.5 

7.0 

6.7 

10.7 

7.4 
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40.6 

41.3 
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修学可能
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。

凡例
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不定期的にした
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17.0
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【長期休暇中】

（％）

凡例
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　⑤大学院専門職学位課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

19.5 

21.1 

22.5 

21.9 

22.2 

16.0 

13.1 

15.2 

17.5 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

49.5 

47.3 

53.0 

45.3 

38.1 

39.7 

38.8 

29.4 

31.7 

家庭からの給付のみで

修学可能

30.7 

31.5 

24.6 

32.8 

39.7 

44.3 

48.1 

55.5 

50.8 
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18.9

授業期間中に臨時的に従事

24.4
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19.6

19.4

長期休暇中も授業期間中も従事

31.8

36.2
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（％）
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

凡例

凡例

不定期的にした

36.0

40.7

33.3

37.3

27.0

29.0

31.1 

35.9 

27.3 

30.8 

28.0 

31.6 

19.4 

23.7 

週に1～2日した

40.7

24.8

43.5

28.6

49.5

33.4

44.1 

28.5 

50.5 

31.3 

43.9 

31.2 

47.0 

32.1 

週に3日以上した

23.3

34.4
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24.8 

35.6 
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28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

　④大学院博士課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

39.7 

39.8 

44.4 

49.0 

47.1 

45.5 

40.9 

40.6 

42.9 

49.3 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

47.3 

44.5 

41.0 

38.6 

37.4 

33.1 

34.0 

31.6 

27.7 

23.6 

家庭からの給付のみで

修学可能

13.1 

15.7 

14.8 

12.4 

15.5 

21.4 

25.1 

27.8 

29.4 

27.1 
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長期休暇中のみ従事
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2.4

1.5

授業期間中に臨時的に従事

25.1

16.2

14.6

授業期間中に経常的に従事

36.7

28.8

27.4

長期休暇中も授業期間中も従事

36.0

52.6

56.6
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（％）
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

凡例

凡例

不定期的にした

23.6

28.9

25.6

31.2

20.7

25.4

24.4 

28.8 

22.2 

26.0 

21.2 

23.8 

24.8 

29.8 

週に1～2日した

52.1

42.3

51.2

42.5

54.1

45.2

49.5 

41.6 

52.1 

44.2 

53.3 

48.2 

49.8 

42.2 

週に3日以上した

24.3

28.8

23.2

26.4

25.2

29.4

26.1 

29.6 

25.7 

29.8 

25.5 

28.0 

25.3 

28.0 
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【長期休暇中】

28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。
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　⑤大学院専門職学位課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし

19.5 

21.1 

22.5 

21.9 

22.2 

16.0 

13.1 

15.2 

17.5 

家庭からの給付のみでは

修学不自由・困難

49.5 

47.3 

53.0 

45.3 

38.1 

39.7 

38.8 

29.4 

31.7 

家庭からの給付のみで

修学可能
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31.5 

24.6 

32.8 

39.7 

44.3 

48.1 

55.5 

50.8 
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24.4

25.5

授業期間中に経常的に従事
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長期休暇中も授業期間中も従事
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36.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H16年度

18年度

20年度

（％）

（％）

ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移

凡例

凡例

不定期的にした

36.0

40.7

33.3

37.3

27.0
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31.1 

35.9 

27.3 

30.8 

28.0 

31.6 

19.4 

23.7 

週に1～2日した
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43.5

28.6

49.5
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44.1 
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週に3日以上した
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24年度【授業期間中】

【長期休暇中】

26年度【授業期間中】

【長期休暇中】

28年度【授業期間中】

【長期休暇中】

30年度【授業期間中】

【長期休暇中】

R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

　④大学院博士課程

　　イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移

家庭からの給付なし
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ア．家庭からの給付程度別アルバイト従事学生数の割合の推移
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凡例

不定期的にした
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週に3日以上した
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28.8
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R2年度【授業期間中】

【長期休暇中】

4年度【授業期間中】

【長期休暇中】

（％）

凡例

(注)平成22年度調査より選択肢を変更している。また，「イ．アルバイト従事時期別学生数の割合の推移（平成22年度以

降）」は，ティーチング・アシスタント（ＴＡ）及びリサーチ・アシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。
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（3）奨学金受給状況の推移

　①大学学部昼間部・短期大学昼間部

　　　ア．奨学金受給者率

　　　イ．奨学金受給率

(注) 受給者率 とは・・・全学生のうち奨学金を受給している者の割合をいう。

受 給 率 とは・・・奨学金の受給申請者のうち受給した者の割合をいう。

41.1 40.9
43.3

50.7 52.5 51.3
48.9 47.5 49.6

55.0

37.0
40.0

44.9

53.2 53.4 52.9 52.2
55.2 56.9

61.5

0

20

40

60

80

100

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

%

大学学部昼間部

短期大学昼間部

95.8
96.4 95.6 96.1 96.9

97.7 97.2 97.1
95.8 95.895.4

97.8 97.4 97.3
98.3 98.1 97.9 98.2

95.8
96.9

70

75

80

85

90

95

100

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

%

大学学部昼間部

短期大学昼間部

0

− 174 −



　②大学院

　　　ア．奨学金受給者率

　　　イ．奨学金受給率

(注) 受給者率 とは・・・全学生のうち奨学金を受給している者の割合をいう。

受 給 率 とは・・・奨学金の受給申請者のうち受給した者の割合をいう。
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(注) 受給者率 とは・・・全学生のうち奨学金を受給している者の割合をいう。

受 給 率 とは・・・奨学金の受給申請者のうち受給した者の割合をいう。
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